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今週のキーワード

循環経済と高機能材
プラリサイクル変革と次世代電池

24
件

記事数

8
カ国

対象国

0.66
mS cm-1

Li伝導度

130-260
億ドル

自己修復市場

今週の全24記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 AI多酵素プラ解重合 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
AIと多酵素システムがプラスチックのバイオ触媒解重
合を革新し、持続可能なリサイクルを強化。

#02
デノビア低温化学リサ
イクル

新技術
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
デノビア社が低温化学リサイクルで汚染高速ファッシ
ョン廃棄物を高純度ポリエステル原料に変換。

#03 NY州包装削減法案 政策動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
NY州議会がプラスチック業界の誤情報に対抗し、包装
削減・リサイクルインフラ法を推進。

#04 PFASフリー衣料品 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
PFASを含まない衣料品ブランドが増加し、環境と健
康に配慮した選択肢が拡大。

#05 高分子材料最新研究 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
DLP 3Dプリンティング複合樹脂や多機能食品包装フ
ィルムの最新研究が学術誌に掲載。

#06 CFRP欠陥定量評価 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
COMSOLと赤外線サーモグラフィで多材料電力機器の
CFRP欠陥を定量評価し、熱挙動を解明。

#07 PEEKフィラメント 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
3DXTechがPEEKフィラメントの高温3Dプリンティン
グにおける高性能基準を確立。

#08 AIでCFRP設計短縮 新技術
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

AddcompositeがベイズAIサロゲートモデルでCFRP
バッテリー筐体の設計サイクルを数週間から数時間へ
短縮。

#09 軍用複合材料CFRP 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
Addcompositeが軍用複合材料の展望を発表し、CFRP
の優位分野と課題を明示。

#10
フッ素ポリマーチュー
ブ

技術比較
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
ライフサイエンス・IVD分野で最適なPTFE, FEP,
PFAフッ素ポリマーチューブの特性を比較。

#11 Funcrecol 163レジン 製品紹介
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
3Dプリンティング用Funcrecol 163メカフォトレジン
は高強度・高精細だが接着性に課題。

#12
低温LMBポリマー電解
質

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●

両性イオン変性準固体ポリマー電解質が、低温リチウ
ム金属電池で-10℃でも優れたサイクル安定性を実現
。

#13 ベンゾオキサジン革新 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
ベンゾオキサジンベースの革新が電子機器・衣料品の
耐久性・保護性能を強化。

#14 自己修復性ポリマー 業界レポ
ート

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

自己修復性ポリマーが自動車・航空宇宙・電子機器の
製品寿命を延長し、持続可能性を促進。

#15
米国リサイクル規制変
更

政策動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
米国におけるプラスチックリサイクル規制変更が、数
十億ドル規模の投資機会を創出。

#16 PureCycle PP認証 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
PureCycle Technologiesがオハイオ州施設で高品質
リサイクルポリプロピレンの重要認証を取得。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#17
プラスチック危機深刻
化

市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

プラスチック危機が深刻化し、リサイクルインフラ不
足で大量廃棄物が処理されず、早急な技術革新と投資
を要求。

#18 米国製造工場新設 市場動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
米国産業界が2026年5月に製造工場新設を発表、素材
・リサイクル分野への大型投資が加速。

#19 NIHデータブック更新 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●○○○

○
NIHデータブックのFY2025版更新が進行中、研究資
金動向と機会を公開。

#20 Eni/Seri LFP提携 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
EniとSeri Industrialがリチウム鉄リン酸（LFP）定置
型バッテリーサプライチェーン開発で提携。

#21 万華化学SAP展示 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
万華化学がINDEX 2026で高性能SAP製品を展示し、
グローバルヘルスケア・衛生市場への貢献を強調。

#22
Lummus
Thermacrack C5

新技術
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Lummus
Technologyが新C5ソリューション「Thermacrack™
C5」を発表、スペシャリティケミカル生産を高付加価
値化。

#23
バイオACNデモプラン
ト

新技術
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
Trillium Renewable Chemicalsがバイオベースアク
リロニトリル製造デモプラントを稼働開始。

#24 欧州循環経済減速 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
欧州のプラスチック循環経済の成長が急減速し、廃プ
ラスチックの70%以上が焼却・埋め立てられている。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 欧州のプラスチック循環経済の停滞は、貴社の事業戦略にどのような影響を与えますか？
Plastics Europeの報告書によると、欧州の再生プラスチック生産成長率は2024年にわずか1.2%に減速し、廃プラスチッ
クの70%以上が焼却・埋め立てられています。高エネルギー・原材料価格、炭素排出コスト、公正な貿易の欠如が原因と
されています。欧州市場に製品を供給する企業は、再生材使用義務化目標の達成が困難になる可能性を考慮し、サプライ
チェーン戦略を見直す必要があります。

❷ 低温環境下でのリチウム金属電池のブレークスルーは、貴社のEV/ESS開発計画を加速させますか？
両性イオン変性準固体ポリマー電解質が、-10℃という低温で優れたサイクル安定性を持つリチウム金属電池を実現しま
した。高いイオン伝導度（0.66 mS cm-1）とLi+輸率（0.61）を両立し、リチウムデンドライト抑制にも貢献します。
この技術は、寒冷地向けEVや電力貯蔵システムの性能を飛躍的に向上させる可能性を秘めており、次世代電池材料への投
資判断を迫ります。

❸ AIを活用した複合材料設計の効率化は、貴社の開発期間短縮に貢献できますか？
Addcomposite社は、ベイズAIサロゲートモデルを活用し、CFRPバッテリー筐体の設計サイクルを数週間から数時間へと
大幅に短縮しました。わずか50回の衝突シミュレーションで中国の厳格な安全基準に対応できる設計空間をマッピングし
ています。EVや航空宇宙分野で複合材料を使用する企業は、このAI設計技術の導入により、開発コストと市場投入までの
時間を劇的に削減できる可能性があります。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

低温LMB自己修復 循環経済

高度リサイクルAI設計

バイオACN

バッテリーSC

PFAS規制

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 低温LMB 注意 次世代EV電池開発 技術競争激化

● 自己修復 機会大 製品寿命延長・新機能 —

● 循環経済 注意 新リサイクル事業 規制強化・市場停滞

● 高度リサイクル 機会大 高品質再生材供給 —
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● AI設計 機会大 開発期間短縮 —

● バイオACN 機会大 脱炭素素材供給 —

● バッテリーSC 脅威大 — サプライチェーン再編

● PFAS規制 脅威大 PFAS代替材 フッ素系材料規制
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深掘り ① ― 低温LMB向けポリマー電解質
#12 | 2026/06/03 | PubMed | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●●

低温リチウム金属電池向けに、ユニークなヤヌス界面を持つ両性イオン変性準固体ポリマー電解質が開発されました。
この非対称設計は、リチウムイオンの脱溶媒和障壁を低減し、アノードでの副反応を抑制。室温で高いイオン伝導度（
0.66 mS cm-1）とLi+輸率（0.61）、強い機械的強度を両立します。

最も重要な成果は、-10℃という低温環境下でも優れたサイクル安定性を持つ全固体リチウム金属電池の実現です。こ
れは、寒冷地でのEV利用や電力貯蔵システムにおける性能劣化という長年の課題を克服し、次世代高性能電池の実用化
を大きく前進させるものです。

▶ 技術者の視点

【低温LMB向けポリマー電解質】 -10℃という低温環境下で優れたサイクル安定性を実現したことは、
EVや寒冷地向け電力貯蔵システムにとって画期的な成果です。リチウムイオン伝導度0.66 mS cm-1と
Li+輸率0.61は、室温での高性能液体電解質に匹敵する、あるいはそれを上回る数値であり、非常に信
頼性が高いと言えます。ヤヌス界面設計によるデンドライト抑制と副反応抑制は、リチウム金属電池の
最大の課題を克服する鍵となります。ただし、準固体ポリマー電解質の実用化には、量産性、コスト、
そして長期的な安全性（特に高温環境下での安定性）の検証が不可欠です。日本企業にとっては、次世
代EVバッテリー市場での競争優位性を確立する【機会】であると同時に、既存の液体電解質やセパレー
ター技術が陳腐化する【脅威】でもあります。特に電池材料メーカーは、この技術を深く評価し、共同
開発やM&A;を検討すべきです。

深掘り ② ― 自己修復性ポリマーの市場拡大
#14 | 2026/06/05 | Voiceofplastics.com | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

自己修復性ポリマーは、損傷を自律的に修復することで、自動車、航空宇宙、電子機器などの製品寿命を大幅に延長し
、メンテナンスコストを削減、持続可能性を促進します。2025年に20-30億ドルと評価された市場は、2035年までに
130-260億ドルに成長すると予測されています。

特にビトリマーのような内在性の自己修復メカニズムが注目されており、熱硬化性樹脂の剛性と熱可塑性樹脂のリサイ
クル性を兼ね備える「第三世代ポリマー」として、循環型経済の実現に不可欠な技術と見なされています。

▶ 技術者の視点

【自己修復性ポリマー】 自己修復性ポリマー、特にビトリマーのような内在性メカニズムは、熱硬化性
樹脂の剛性と熱可塑性樹脂のリサイクル性を兼ね備える「第三世代ポリマー」として、その市場予測（
2035年までに130-260億ドル）は非常に現実的かつ有望です。損傷を自律的に修復することで、製品
寿命を大幅に延長し、メンテナンスコスト削減と持続可能性向上に貢献する点は高く評価できます。し
かし、修復効率（修復時間、修復可能な損傷のサイズ・種類）、修復後の機械的特性の回復度、そして
大規模生産におけるコストと加工性が実用化に向けた課題です。特に、自動車や航空宇宙分野では、修
復信頼性の定量的な保証が求められます。日本企業にとっては、高機能材料の付加価値を高め、循環型
経済に貢献する【機会】であり、新たな製品カテゴリを創出する可能性を秘めています。既存の材料メ
ーカーは、この技術を自社製品に組み込む戦略を検討すべきです。
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深掘り ③ ― AIと多酵素によるプラ解重合
#01 | 2026/05/28 | EurekAlert! | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

AIを活用した酵素設計と多酵素カスケードシステムが、プラスチックのバイオ触媒解重合を革新。従来の物理化学的プ
ロセスとは異なり、厳しい試薬や高エネルギーを必要とせず、水性条件下で穏やかに機能します。PETやPU、多層プラ
スチックも構成モノマーに変換可能です。

この技術は、環境負荷を低減しつつ、プラスチックリサイクルの効率と持続可能性を劇的に向上させる可能性を秘めて
おり、将来の循環型経済において中心的な役割を果たすと期待されています。スケールアップと低コスト化が今後の課
題です。

▶ 技術者の視点

【AIと多酵素によるプラスチック解重合】 AIによる酵素設計と多酵素カスケードシステムは、従来の物
理化学的リサイクルでは困難だった混合プラスチックや汚染された廃棄物からのモノマー回収を可能に
する画期的なアプローチです。提示された「穏やかな水性条件下」という点は、エネルギー消費と環境
負荷の大幅な低減を示唆しており、非常に有望です。しかし、酵素の安定性、反応速度、そして大規模
プラントでのコスト効率が実用化に向けた最大の課題となるでしょう。特に、多様なプラスチック混合
物への対応能力と、モノマーの精製コストが重要です。日本企業にとっては、バイオ技術と高分子化学
の融合による新たなリサイクル事業参入の【機会】であると同時に、既存の化学リサイクル技術が陳腐
化する【脅威】でもあります。酵素生産技術を持つ企業や、プラスチックメーカーは、この技術動向を
注視し、共同研究や投資を検討すべきです。

その他の注目記事
3DXTech: PEEKフィラメント、高温3Dプリンティングの高性能基準を確立 (3DXTech)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●○○

PEEKは高温3Dプリンティングの標準材料であり、航空宇宙・医療分野での需要は堅調。加工難易度とコストが課題だ
が、高性能部品のオンデマンド生産に不可欠。

ベンゾオキサジンベースの革新が電子機器・衣料品の耐久性・保護性能を強化 (Taylor & Francis)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

高い熱安定性と低誘電損失を持つベンゾオキサジンは、半導体パッケージングや高周波デバイスの次世代材料として有
望。コストと加工性の課題克服が鍵。

『Polymer-Plastics Technology and Materials』第65巻第10号、DLP 3Dプリンティング複合樹脂や多機能食品包装フィルムの最新研究を掲載 (Taylor & Francis
Online)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●○○○

DLP 3Dプリンティング複合樹脂や多機能食品包装フィルムなど、高分子材料の基礎研究の進展を示す。個々の技術は
応用研究段階だが、将来の製品開発の種となる。

COMSOLと赤外線サーモグラフィで多材料電力機器の欠陥を定量評価 (Preprints.org)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

CFRPなどの複合材料における非破壊検査技術の精度向上に貢献。シミュレーションと実験の組み合わせは、電力機器
や航空宇宙部品の信頼性向上に不可欠。

Lummus Technology、新C5ソリューション「Thermacrack™ C5」を発表：スペシャリティケミカル生産の高付加価値化を推進 (Plastics News)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

C5留分から高付加価値スペシャリティケミカルを効率的に抽出する技術。ポリマー原料の多様化とコスト最適化に貢献
し、日本の石油化学メーカーにも影響。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】AIを活用した酵素設計の最新動向を調査し、社内技術とのシナジーを検討（#01）。

• 【電池材料R&D;】両性イオンポリマー電解質の詳細な特性と製造プロセスを調査（#12）。

• 【R&D;】ビトリマー技術の最新動向を調査し、自社製品への応用可能性を評価（#14）。

• 【調達】欧州のプラスチックリサイクル規制強化（#03, #24）と米国での投資機会（#15,
#18）を再評価し、サプライチェーンの多様化・強靭化を検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【経営企画】バイオ触媒リサイクル技術への投資可能性を評価し、パートナーシップ戦略を立案（#01）。

• 【EV設計】低温環境下でのバッテリー性能要件を見直し、次世代電解質技術の導入可能性を評価（#12）。

• 【自動車OEM】自己修復性材料の耐久性・安全性評価基準を策定し、サプライヤーとの連携を開始（#14）。

• 【R&D;】AIサロゲートモデルを活用した複合材料設計ツール（#08）の導入可能性を評価し、開発期間短縮の
試算を実施。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】多酵素システムの効率化とモノマー精製技術の確立に向けた基礎研究を強化（#01）。

• 【R&D;】低温性能と高温安定性を両立するポリマー電解質の開発ロードマップを策定（#12）。

• 【材料メーカー】自己修復効率の向上とコスト削減に向けた材料開発を推進（#14）。

• 【経営企画】バイオベースアクリロニトリル（#23）など、脱炭素素材への切り替え戦略を策定し、サプライヤ
ーとの長期契約を検討。

• 【R&D;】PFAS代替材料（#04）の開発ロードマップを策定し、フッ素系材料規制（#10）に対応する製品ポ
ートフォリオを構築。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-06
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収録記事一覧

#01 AIと多酵素システムがバイオ触媒によるプラスチック解重合を革新：持続可能なリサイクルを強
化

#02 デノビア社、低温（70-90℃）化学リサイクルで汚染高速ファッション廃棄物をポリエステル原

料に変換

#03 ニューヨーク州議会、プラスチック業界の誤情報に対抗し「包装削減・リサイクルインフラ法」
を推進

#04 「永遠の化学物質」PFASを含まない衣料品ブランド10選：環境と健康に配慮した選択肢が拡大

#05 『Polymer-Plastics Technology and Materials』第65巻第10号、DLP 3Dプリンティング複合
樹脂や多機能食品包装フィルムの最新研究を掲載

#06 COMSOLと赤外線サーモグラフィで多材料電力機器の欠陥を定量評価：CFRPの熱挙動を解明

#07 3DXTech: PEEKフィラメント、高温3Dプリンティングの高性能基準を確立

#08 Addcomposite、ベイズAIサロゲートモデル活用でCFRPバッテリー筐体の設計サイクルを数週間
から数時間へ短縮

#09 Addcomposite、軍用複合材料の展望を発表：CFRPが優位な分野と課題を明示

#10 ライフサイエンス・IVD分野で最適なフッ素ポリマーチューブを選定：PTFE, FEP, PFAの特性比
較

#11 3Dプリンティング用Funcrecol 163メカフォトレジン、高強度とシャープなディテールを両立す
るも接着性に課題

#12 両性イオン変性準固体ポリマー電解質、低温リチウム金属電池で-10℃でも優れたサイクル安定

性を実現

#13 ベンゾオキサジンベースの革新が電子機器・衣料品の耐久性・保護性能を強化

#14 自己修復性ポリマー、自動車・航空宇宙・電子機器の製品寿命を大幅延長し持続可能性を促進

#15 米国におけるプラスチックリサイクル規制変更、数十億ドル規模の投資機会を創出

#16 PureCycle Technologies、オハイオ州施設で高品質リサイクルポリプロピレンの重要認証を取得

#17 プラスチック危機深刻化：リサイクルインフラの不足で大量の廃棄物が処理されず、早急な技術

革新と投資を要求

#18 米国産業界、2026年5月に製造工場新設を発表：素材・リサイクル分野への大型投資が加速

#19 NIHデータブック、FY2025版の更新進行中：研究資金動向と機会を公開

#20 EniとSeri Industrial、リチウム鉄リン酸（LFP）定置型バッテリーサプライチェーン開発で提携

#21 万華化学、INDEX 2026で高性能SAP製品を展示し、グローバルヘルスケア・衛生市場への貢献

を強調



#22 Lummus Technology、新C5ソリューション「Thermacrack™ C5」を発表：スペシャリティケ
ミカル生産の高付加価値化を推進

#23 Trillium Renewable Chemicals、バイオベースアクリロニトリル製造デモプラント「Project

Falcon」を稼働開始

#24 欧州のプラスチック循環経済、成長が急減速：廃プラスチックの70%以上が焼却・埋め立て



#01 AIと多酵素システムがバイオ触媒によるプラスチック
解重合を革新：持続可能なリサイクルを強化

概要

人工知能（AI）を活用した酵素設計と多酵素カスケードシステムが、プラスチックの
バイオ触媒解重合において大きな進展を遂げ、持続可能なプラスチックリサイクルを
強化する有望な手段として注目されています。この酵素的解重合は、従来の物理化学

的プロセスとは異なり、厳しい試薬や高エネルギーを必要とせず、水性条件下で穏や
かに機能します。特に、さまざまなプラスチック廃棄物を構成モノマーに変換する能
力は、循環型経済への貢献が期待されます。これにより、環境負荷を低減しつつ、プ

ラスチックリサイクルの効率と持続可能性を劇的に向上させる可能性を秘めていま
す。

公開日 2026年05月28日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

プラスチックのバイオ触媒解重合技術が、人工知能（AI）による酵素設計と多酵素カス
ケードシステムを導入することで飛躍的な進歩を遂げ、持続可能なプラスチックリサイ
クルの新たな道を切り開いています。この革新的なアプローチは、従来の物理化学的リ
サイクル法が抱える高エネルギー消費や厳しい試薬使用といった課題を克服し、環境負
荷の低い水性条件下での効率的なプラスチック分解を実現します。

技術・臨床詳細

バイオ触媒によるプラスチック解重合は、特定の酵素を用いてポリマーを構成するモノ
マー単位に分解するプロセスです。AIの導入により、プラスチックの種類や構造に特異
的に作用する酵素の設計が最適化され、分解効率と速度が大幅に向上しました。さら
に、多酵素カスケードシステムでは、複数の酵素が協調的に作用することで、複雑なプ
ラスチック混合物や分解されにくいポリマーも効率的に処理できるようになります。こ
れにより、PETやPUといった主要なプラスチックだけでなく、これまでリサイクルが困
難だった多層プラスチックや汚染されたプラスチック廃棄物の処理も可能になります。
この技術は、酵素の特性を最大限に引き出し、穏やかな温度（例：常温〜70°C程度）と
中性のpH条件下で機能するため、大幅なエネルギー削減と安全性の向上が期待されま
す。

背景・業界文脈

世界的なプラスチック廃棄物問題は深刻さを増しており、既存のリサイクル技術だけで
は対応しきれていません。特に、機械的リサイクルでは品質劣化が避けられず、熱分解
やガス化といった化学リサイクルは高エネルギーを要し、環境負荷が高いという課題が
ありました。バイオ触媒による解重合は、これらの課題に対する「グリーンな」代替手
段として、過去数年間で研究開発が活発化してきました。AIの統合は、この技術の実用
化を加速させる決定的な一歩であり、より広範な種類のプラスチックに対応できる可能
性を広げます。



今後の展望

AIと多酵素システムを活用したバイオ触媒プラスチック解重合技術は、将来の循環型経
済において中心的な役割を果たすと期待されています。この技術のさらなる最適化とス
ケールアップにより、大規模なプラスチックリサイクル施設での導入が進み、バージン
プラスチック生産への依存度を大幅に削減できる可能性があります。将来的には、プラ
スチック廃棄物の種類を選ばない「ユニバーサル」な酵素リサイクルシステムの開発
や、より低コストでの酵素生産技術の確立が目標とされており、持続可能な社会の実現
に不可欠な技術となるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1129897

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1129897


#02 デノビア社、低温（70-90℃）化学リサイクルで汚染
高速ファッション廃棄物をポリエステル原料に変換

概要

持続可能なプラスチックリサイクル企業Denoviaが商業試験で成功し、汚染された使用
済み繊維廃棄物をポリエステルの基礎となる高純度テレフタル酸（PTA）モノマーに変
換する化学リサイクル技術を発表しました。この革新的なデポリマー化プロセスは、

比較的低い温度（70〜90℃）で迅速に機能し、従来の熱分解や機械的リサイクルより
も環境負荷が低いのが特徴です。本技術は、ファストファッション廃棄物問題に新た
な解決策をもたらし、バージン石油化学製品への依存を大幅に削減することで、繊維

およびプラスチック産業における循環型経済を加速させます。

公開日 2026年06月05日  Powder & Bulk Solids  アメリカ



詳細

主要成果

持続可能なプラスチックリサイクル企業Denoviaは、商業試験において画期的な化学リ
サイクル技術の成功を発表しました。この技術は、汚染された使用済み繊維廃棄物か
ら、ポリエステルの基礎となる高純度のテレフタル酸（PTA）モノマーを効率的に生成
します。特に注目すべきは、このデポリマー化プロセスが比較的低い温度（70〜90℃）
で迅速に進行し、従来の熱分解や機械的リサイクルと比較して大幅に環境負荷を低減で
きる点です。

技術・臨床詳細

Denoviaが開発した化学リサイクル技術は、解重合（デポリマー化）の一種であり、使
用済みのポリエステル繊維廃棄物に含まれるPET（ポリエチレンテレフタレート）を、
その構成要素であるテレフタル酸モノマーに直接分解します。この低温プロセスは、高
エネルギーを消費する従来の熱分解法とは異なり、70〜90℃という穏やかな温度条件下
で反応が進行するため、エネルギーコストを大幅に削減できます。また、汚染された繊
維廃棄物も処理可能であるため、リサイクル原料の選別にかかる手間やコストも削減さ
れ、原料の多様性が向上します。これにより得られるテレフタル酸モノマーは、新たな
ポリエステル製品（衣料品、包装材、産業用繊維など）の製造にバージン原料と同等の
品質で利用可能であり、高品質な循環型素材供給の道を開きます。

背景・業界文脈

ファストファッションの隆盛は、短期間で大量の衣料品が廃棄されるという深刻な廃棄
物問題を引き起こしており、埋め立てや焼却が主な処理方法となっています。従来の機
械的リサイクルでは、繊維の品質劣化や混合繊維の分離困難さから、その適用範囲が限
定的でした。Denoviaの技術は、これらの課題を克服し、高品質なリサイクル原料を安
定的に供給することで、繊維産業における循環型経済の実現を大きく後押しします。企
業はライセンス契約を通じてこの技術を導入し、既存の製造施設を改造することで、デ
ポリマー化プロセスを取り入れることができ、経済的持続可能性も確保できる見込みで
す。



今後の展望

Denoviaの化学リサイクル技術は、ファストファッション廃棄物問題に対する強力な解
決策として、グローバルな繊維およびプラスチック産業に大きな影響を与えることが予
想されます。将来的には、より広範な種類の複合プラスチックや繊維廃棄物への適用拡
大が期待されており、プラスチック汚染の削減と資源の有効活用に大きく貢献するでし
ょう。この技術の普及は、ブランドオーナーが持続可能性目標を達成し、消費者からの
環境意識の高まりに応えるための重要な手段となります。

元記事: https://www.powderbulksolids.com/chemical/fast-fashion-is-fast-filling-landfills

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.powderbulksolids.com/chemical/fast-fashion-is-fast-filling-landfills


#03 ニューヨーク州議会、プラスチック業界の誤情報に対
抗し「包装削減・リサイクルインフラ法」を推進

概要

ニューヨーク州の法案「包装削減・リサイクルインフラ法（Packaging Reduction and

Recycling Infrastructure Act, PRRIA）」を巡り、環境擁護派と議員は、化学リサイクル
に関するプラスチック業界の誤解を招く主張に反論しました。彼らは、化学リサイク

ルが真のリサイクル解決策ではなく、企業がプラスチック生産を増やす口実になって
いると指摘しています。この法案は、単一使用包装を12年間で30%削減し、ほとんど
の包装にリサイクル率を義務付け、PFASなどの有害化学物質の使用を禁止することを

目指しており、プラスチック汚染対策における規制強化の動きを反映しています。

公開日 2026年06月02日  Beyond Plastics  アメリカ



詳細

主要成果

ニューヨーク州議会では、プラスチック業界による化学リサイクルに関する誤解を招く
主張に対し、擁護派と議員が明確な反論を展開し、「包装削減・リサイクルインフラ法
（PRRIA）」の推進を強化しています。この法案は、単一使用包装を今後12年間で30%

削減し、広範な包装材に対してリサイクル率を義務付け、さらにPFASを含む有害な「永
遠の化学物質」の使用を禁止することを目的としています。

技術・臨床詳細

PRRIA法案は、環境的および健康的な側面からプラスチック汚染に対処するための多角
的なアプローチを採用しています。具体的には、包装材料の総量削減目標を設定し、リ
サイクル可能な設計とインフラの整備を促進します。化学リサイクルに関しては、議員
らは、そのプロセスがしばしば高エネルギー消費と汚染物質排出を伴うものであり、真
のクローズドループリサイクルを実現できていないと批判しています。特に、PFAS（パ
ーフルオロアルキル化合物およびポリフルオロアルキル化合物）のような有害化学物質
は、環境中での分解が非常に困難であり、人体や生態系への長期的な影響が懸念されて
いるため、その使用を禁止することで公衆衛生と環境保護を強化します。これまでの化
学リサイクルは、一部で燃料製造に利用されることが多く、実質的なプラスチックリサ
イクルとは異なるとの指摘がされています。

背景・業界文脈

プラスチック廃棄物問題は世界的な課題であり、各国・地域でその対策が強化されてい
ます。プラスチック業界は、化学リサイクルを「革新的な解決策」として位置づけ、生
産拡大の正当化を図る傾向にあります。しかし、環境団体や一部の立法者は、その実効
性、環境影響、および透明性に疑問を呈してきました。ニューヨーク州でのPRRIA法案
を巡る議論は、この業界対擁護派の構図を鮮明に示しており、真に持続可能な解決策と
は何かについての広範な議論を促しています。この法案が可決されれば、他の州や国際
的な規制動向にも大きな影響を与える可能性があります。



今後の展望

PRRIA法案の成立は、ニューヨーク州におけるプラスチック廃棄物管理政策の転換点と
なるでしょう。包装材メーカーや小売業者には、より持続可能な材料の使用とリサイク
ルインフラへの投資が求められます。化学リサイクル業界は、その透明性と真のリサイ
クル能力を向上させる必要に迫られるでしょう。この動きは、リサイクル技術の定義
と、環境に配慮した製品設計の重要性に対する認識を深め、最終的にはより厳格な環境
基準と消費者の選択に影響を与えることが予測されます。

元記事: https://www.beyondplastics.org/press-releases/lawmakers-advocates-correct-record-chemical-

recycling-prria

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.beyondplastics.org/press-releases/lawmakers-advocates-correct-record-chemical-recycling-prria
https://www.beyondplastics.org/press-releases/lawmakers-advocates-correct-record-chemical-recycling-prria


#04 「永遠の化学物質」PFASを含まない衣料品ブランド
10選：環境と健康に配慮した選択肢が拡大

概要

環境意識が高まる中、PFAS（有機フッ素化合物）を含まないアパレルブランドの選択
肢が拡大しており、肌や体、そして環境への健康的な選択肢が重視されています。最
新の繊維技術の進歩により、PFASフリーの生地は耐久性やスタイルを犠牲にすること

なく、従来の化学処理された製品と同等の快適さ、弾力性、寿命を提供できるように
なりました。これは、製品の持続可能性を向上させ、消費者に対する透明性と安全性
を高める上で重要な進展です。PFASは「永遠の化学物質」とも呼ばれ、分解されにく

く、環境や人体に蓄積するリスクがあるため、その使用を避ける動きが加速していま
す。

公開日 2026年06月01日  The Good Trade  アメリカ



詳細

主要成果

PFAS（有機フッ素化合物）を含まない衣料品ブランドの選択肢が大幅に拡大しており、
消費者は肌や体、そして地球環境にとってより健康的で持続可能なアパレル製品を選べ
るようになりました。最新の繊維技術の進歩により、PFASフリーの生地は、耐久性、ス
タイル、快適さ、弾力性、寿命の面で、もはや従来の化学処理された製品に劣ることは
ありません。この動向は、製品の持続可能性と安全性を高めるための重要な一歩であ
り、クリーンな製造慣行への業界のシフトを反映しています。

技術・臨床詳細

PFASは、撥水性や防汚性などの特性を持つことで知られ、アウトドアウェアやレインウ
ェアなどに広く使用されてきました。しかし、「永遠の化学物質」とも称されるPFAS

は、環境中でほとんど分解されず、食物連鎖を通じて人体に蓄積し、健康への悪影響
（がん、免疫系障害、生殖機能への影響など）が懸念されています。これに対し、PFAS

フリー技術は、フッ素化合物に頼ることなく、マイクロファイバー構造、密織り、また
は植物由来の撥水コーティングといった物理的・生物学的アプローチを用いて同等の機
能性（撥水性や通気性）を実現しています。例えば、Gore-TexはPFASフリーの代替品を
開発し、NikwaxやPFC-free DWRなどの技術が浸透しています。これらの新しい技術
は、水分子を効率的に弾きながらも、生地の通気性を損なわないため、快適な着心地を
提供します。

背景・業界文脈

消費者の環境意識と健康意識の高まり、および世界各国でのPFAS規制強化の動きが、ア
パレル業界におけるPFASフリー製品への移行を加速させています。ヨーロッパやアメリ
カでは、PFASの使用を制限または禁止する法案が導入され、ブランドはサプライチェー
ン全体でPFASを排除するよう圧力を受けています。この規制圧力と市場の需要変化が、
研究開発投資を促し、より安全で持続可能な繊維技術の革新を推進しています。企業
は、環境に優しい生産プロセスを採用することで、ブランドイメージを向上させ、競争
優位性を確立しようとしています。



今後の展望

PFASフリーの衣料品は、アパレル市場における新たな標準となりつつあります。今後、
より多くのブランドがこの動きに追随し、イノベーションを通じて性能と持続可能性を
両立させた製品がさらに多様化することが予想されます。特に、高性能アウトドアウェ
アやスポーツウェア分野におけるPFASフリー技術の進化は、消費者にとってより安全
で、環境に優しい選択肢を提供し続けるでしょう。この変化は、化学物質の使用を最小
限に抑え、持続可能な材料と製造プロセスを優先する、より責任あるファッション業界
への転換を象徴しています。

元記事: https://www.thegoodtrade.com/features/pfas-free-clothing/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thegoodtrade.com/features/pfas-free-clothing/


#05 『Polymer-Plastics Technology and Materials』第
65巻第10号、DLP 3Dプリンティング複合樹脂や多機能食
品包装フィルムの最新研究を掲載

概要

『Polymer-Plastics Technology and Materials』誌の2026年第65巻第10号が発行され、

DLP 3Dプリンティング複合樹脂の包括的な性能評価やPVDF/ZnTiO3複合体の構造・電
気特性に関する研究、食品包装フィルムのための多機能性設計戦略など、高分子・プ
ラスチック材料の最新研究成果が多数掲載されました。特に、引き裂き防止性と透過

抵抗性を両立させた食品包装フィルムの設計戦略は、現代の環境問題に対応する重要
な進展として注目されています。これらの研究は、次世代材料の開発と持続可能な社
会の実現に貢献するものです。

公開日 2026年05月28日  Taylor & Francis Online  イギリス



詳細

主要成果

『Polymer-Plastics Technology and Materials』2026年第65巻第10号が発行され、高分
子・プラスチック材料分野における複数の画期的な研究成果が発表されました。本号に
は、DLP（Digital Light Processing）3Dプリンティング用複合樹脂の網羅的な性能評
価、PVDF/ZnTiO3複合体の詳細な構造・形態・電気的特性解析、そして現在の環境課題
に対応する引き裂き防止性と透過抵抗性を兼ね備えた食品包装フィルムの多機能性設計
戦略に関する総説などが含まれています。

技術・臨床詳細

本号に掲載されたDLP 3Dプリンティング複合樹脂の研究では、高解像度かつ高精度な造
形が可能なDLP技術をさらに発展させるため、異なるタイプの複合樹脂の機械的強度、
熱安定性、硬度などの特性が詳細に評価されました。これにより、特定の産業用途に最
適な樹脂材料の選定と開発が加速されます。また、PVDF（ポリフッ化ビニリデン）と
ZnTiO3（チタン酸亜鉛）の複合体に関する研究では、これらの材料を組み合わせること
で、圧電性や誘電特性を向上させ、センサーやアクチュエーターなどの電子デバイスへ
の応用可能性が示されました。特に注目されるのは、多機能性食品包装フィルムに関す
る総説です。これは、従来の包装材料が抱えるプラスチック廃棄物問題や食品の鮮度保
持期間延長という課題に対し、引き裂きに強く、酸素や水蒸気の透過を効果的に防ぐバ
リア層を持つ新しいフィルム設計を提案しています。これには、生分解性ポリマーやナ
ノ複合材料、活性包装技術などが統合されています。

背景・業界文脈

高分子材料は、エレクトロニクス、自動車、医療、包装といった多様な産業の根幹をな
す技術です。3Dプリンティング技術の進化は、カスタマイズ可能な部品製造や迅速なプ
ロトタイピングを可能にし、産業界に大きな変革をもたらしています。また、環境問題
への意識の高まりは、包装材料の持続可能性と機能性に対する新たな要求を生み出して
います。PVDFのような高性能ポリマーは、センサーやエネルギー貯蔵デバイスの分野
でその特性が評価されており、複合化によるさらなる性能向上が期待されています。こ
れらの研究は、それぞれの分野における既存の課題を解決し、次世代製品開発を加速す
るための基礎的な知見を提供します。



今後の展望

本号で紹介された研究は、高分子科学の未来を形作る重要な方向性を示しています。
DLP 3Dプリンティング複合樹脂の最適化は、より高性能なアディティブマニュファクチ
ャリングを可能にし、医療機器や複雑な工業部品の製造に革命をもたらすでしょう。
PVDF/ZnTiO3複合体の研究は、スマート材料やIoTデバイスの高性能化に貢献し、食品
包装フィルムの多機能性設計は、食品ロス削減とプラスチック廃棄物削減の両面から持
続可能な社会の実現に不可欠な技術となるでしょう。これらの分野でのさらなる研究開
発が、より効率的で環境に優しい材料ソリューションの創出につながると期待されま
す。

元記事: https://www.tandfonline.com/toc/lpte21/current

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tandfonline.com/toc/lpte21/current


#06 COMSOLと赤外線サーモグラフィで多材料電力機器
の欠陥を定量評価：CFRPの熱挙動を解明

概要

最新の研究では、COMSOL Multiphysicsを用いた有限要素シミュレーションと実験的
検証により、多材料電力機器における欠陥の熱応答メカニズムと定量的特性評価が成
功裏に調査されました。特に、炭素繊維強化ポリマー（CFRP）とエポキシ樹脂マトリ

ックスを含む空気空隙および異種挿入欠陥の3次元過渡熱伝達モデルが確立されていま
す。熱拡散率が欠陥信号の進化を支配する主要因であり、CFRPは迅速な熱伝播と早期
応答を示す一方、エポキシ樹脂は遅延した熱信号を生成することが定量的に示され、

非破壊検査技術の精度向上に大きく貢献します。

公開日 2026年06月05日  Preprints.org  スイス



詳細

主要成果

多材料電力機器における欠陥の熱応答メカニズムと定量的特性評価に関する最新研究
は、COMSOL Multiphysicsを用いた有限要素シミュレーションと実験的検証を通じて、
非破壊検査技術に新たな知見をもたらしました。この研究では、炭素繊維強化ポリマー
（CFRP）とエポキシ樹脂マトリックス中に存在する空気空隙および異種挿入欠陥の3次
元過渡熱伝達モデルが確立され、欠陥信号の進化を支配する主要因が熱拡散率であるこ
とが定量的に示されました。特に、CFRPが迅速な熱伝播と早期の過渡応答を示す一方
で、エポキシ樹脂は遅延し、ゆっくりと増加する熱信号を生成する特性が明らかになり
ました。

技術・臨床詳細

本研究では、電力機器に使用されるCFRPやエポキシ樹脂などの異種材料における内部
欠陥（空気空隙や異物混入など）を検出・評価するために、赤外線サーモグラフィと数
値シミュレーションを組み合わせています。COMSOL Multiphysicsによるシミュレーシ
ョンは、様々な欠陥の種類、サイズ、深さにおける熱伝達挙動を詳細にモデル化し、理
論的な熱応答予測を可能にしました。実験では、実際に欠陥を埋め込んだサンプルに対
し、パルス熱源による加熱と赤外線カメラでの温度変化の追跡を行い、シミュレーショ
ン結果と高い相関があることを確認しました。この結果、CFRPの層内欠陥は熱拡散率
が高いために急速に表面温度に影響を与え、早期に検出可能な熱信号を生成することが
示されました。一方、エポキシ樹脂中の欠陥は、熱拡散率が低いため、熱がゆっくりと
伝播し、信号の出現が遅れる傾向があることが判明しました。この材料固有の熱応答特
性の定量化は、欠陥の深さや種類をより正確に推定するための基礎データとなります。

背景・業界文脈

電力機器、特に複合材料を使用する高機能部品では、内部欠陥が構造健全性や安全性に
深刻な影響を及ぼす可能性があります。従来の非破壊検査技術には限界があり、欠陥の
正確な位置やサイズ、種類を特定することが難しい場合がありました。赤外線サーモグ
ラフィは、非接触で広範囲を迅速に検査できる利点がありますが、異なる材料特性が熱
伝達に与える影響を理解することが、その精度向上には不可欠でした。本研究は、この
課題に対処し、多材料複合構造における欠陥検出の信頼性を高めることを目的としてい
ます。



今後の展望

本研究で開発されたモデルと知見は、CFRPやエポキシ樹脂を含む多材料電力機器の非
破壊検査の分野に大きな進歩をもたらします。将来的には、これらの定量的特性評価手
法を実際の製造ラインやメンテナンスプロセスに統合することで、製品の品質管理を強
化し、故障率を低減することが期待されます。また、AIや機械学習と組み合わせること
で、欠陥検出の自動化と診断の高度化が可能となり、電力インフラの信頼性向上に貢献
する可能性があります。この技術は、航空宇宙、自動車、再生可能エネルギー分野な
ど、複合材料を多用する他の産業への応用も期待されています。

元記事: https://www.preprints.org/manuscript/202606.0501

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.preprints.org/manuscript/202606.0501


#07 3DXTech: PEEKフィラメント、高温3Dプリンティン
グの高性能基準を確立

概要

ポリエーテルエーテルケトン（PEEK）フィラメントは、その優れた機械的、熱的、化
学的特性により、高性能3Dプリンティングの業界標準を確立しています。PEEKは、高
温環境下での強度、耐熱性、耐久性の組み合わせにおいて他に類を見ない材料であ

り、航空宇宙、自動車、医療、産業製造など、要求の厳しいアプリケーションで主要
な選択肢となっています。この材料は、極限環境下での性能が求められる分野におい
て、設計者やエンジニアに新たな可能性をもたらします。

公開日 2026年06月02日  3DXTech  アメリカ



詳細

主要成果

ポリエーテルエーテルケトン（PEEK）フィラメントは、その並外れた機械的特性、熱安
定性、および耐薬品性により、高性能3Dプリンティング分野における事実上のベンチマ
ーク（基準）として確立されています。PEEKは、特に高温環境下において、その強度、
耐熱性、耐久性のバランスが他のほとんどの材料を凌駕しており、航空宇宙、自動車、
医療、産業製造といった極めて要求の厳しいアプリケーションで主要な選択肢となって
います。

技術・臨床詳細

PEEKは、半結晶性の高性能熱可塑性樹脂であり、その分子構造に起因する卓越した特性
を有しています。融点は約343℃と高く、連続使用温度は250℃にも達するため、高温環
境下でもその機械的特性を維持します。これは、エンジンの近くや高温プロセス機器内
部など、熱負荷の大きい場所で使用される部品にとって極めて重要です。また、PEEKは
広範な化学物質に対して高い耐性を示し、酸、塩基、有機溶剤、加水分解環境下でも安
定しており、医療分野での滅菌処理や化学プラントでの使用に適しています。さらに、
高い耐摩耗性と優れた生体適合性も持ち合わせているため、医療インプラント（骨代
替、歯科用）や食品加工機器など、安全性と長期信頼性が求められるアプリケーション
での採用が進んでいます。

3Dプリンティングにおいては、PEEKフィラメントを使用することで、複雑な形状の部
品をカスタム製造することが可能になります。しかし、その高い融点と結晶化特性か
ら、正確な温度管理が可能な高性能3Dプリンターと、適切なビルド環境（加熱チャンバ
ーなど）が必要とされます。積層造形により、軽量かつ高機能な部品をオンデマンドで
生産できるため、従来の切削加工や射出成形では難しかった設計自由度とコスト効率を
実現します。



背景・業界文脈

航空宇宙産業では、燃料効率の向上と機体軽量化のために、従来の金属部品からの代替
材料としてPEEKが採用されています。自動車産業では、エンジンルーム内の部品や軽量
化された構造部品、医療分野では、患者個々のニーズに合わせたカスタムメイドのイン
プラントや手術器具として、PEEKの需要が高まっています。産業製造分野においても、
耐薬品性が求められるポンプ部品や、高温環境下で使用されるベアリング、ギアなどに
PEEKが使用されることで、製品寿命の延長とメンテナンスコストの削減に貢献していま
す。

今後の展望

PEEKフィラメントの3Dプリンティング市場は、今後も継続的な成長が見込まれていま
す。材料科学の進歩により、より加工性の高いPEEKグレードの開発や、異種材料との複
合化技術の進化が期待されます。また、3Dプリンター技術の高性能化とコストダウンが
進むことで、より多くの企業がPEEKを用いたアディティブマニュファクチャリングを導
入しやすくなるでしょう。これにより、航空宇宙、医療、自動車、防衛など、高い信頼
性と性能が求められる分野でのPEEKの応用範囲はさらに拡大し、革新的な製品開発を牽
引していくと考えられます。

元記事: https://www.3dxtech.com/blogs/featured/peek-filament-understanding-the-benchmark-for-

high-temperature-3d-printing

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.3dxtech.com/blogs/featured/peek-filament-understanding-the-benchmark-for-high-temperature-3d-printing
https://www.3dxtech.com/blogs/featured/peek-filament-understanding-the-benchmark-for-high-temperature-3d-printing


#08 Addcomposite、ベイズAIサロゲートモデル活用で
CFRPバッテリー筐体の設計サイクルを数週間から数時間
へ短縮

概要

Addcompositeは、新しいオープンアクセス研究で、ベイズAIサロゲートモデルを活用

し、わずか50回の衝突シミュレーションでCFRP製バッテリーエンクロージャーの設計
サイクルを数週間から数時間へと大幅に短縮することに成功しました。この革新的な
アプローチは、中国の新しい安全基準GB 38031-2025に準拠した極寒の側面衝突シナ

リオに対応し、コストのかかる有限要素（FE）クラッシュ実行を数百回繰り返す必要
性を排除します。この技術は、高性能複合材料製品の開発を加速し、市場投入までの
時間を劇的に短縮する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月04日  Addcomposite  デンマーク



詳細

主要成果

Addcompositeが発表した新しいオープンアクセス研究は、ベイズAIサロゲートモデル
を用いることで、炭素繊維強化ポリマー（CFRP）製バッテリーエンクロージャーの設
計サイクルを劇的に短縮する画期的な成果を達成しました。この研究では、わずか50回
の衝突シミュレーションでAIモデルを訓練し、中国の厳格な安全基準GB 38031-2025に
沿った極寒条件下での側面衝突シナリオにおけるCFRP製バッテリー筐体の設計空間を
マッピングすることに成功しました。これにより、従来の数百回に及ぶコストのかかる
有限要素（FE）クラッシュシミュレーションの必要性がなくなり、設計プロセスを数週
間からわずか数時間に短縮できる可能性が示されました。

技術・臨床詳細

CFRP製バッテリーエンクロージャーは、電気自動車の軽量化と安全性向上に不可欠な
部品です。特に、-40℃といった極寒環境での側面衝突は、材料の脆化により複雑な挙
動を示すため、設計には高度なシミュレーションと検証が必要です。従来の設計プロセ
スでは、多種多様な設計パラメータ（材料構成、層の厚さ、形状など）に対して数百回
のFEシミュレーションを繰り返し、最適な構造を見つける必要がありました。これは時
間と計算リソースを大量に消費する作業です。

本研究で採用されたベイズAIサロゲートモデルは、少数の厳選されたFEシミュレーショ
ン結果（わずか50回）から、より広い設計空間における応答を近似学習する統計的機械
学習手法です。このモデルは、確率論に基づいているため、予測の不確実性も同時に評
価できます。AIが複雑な非線形応答を効率的に学習することで、エンジニアは短時間で
多様な設計案を探索し、パフォーマンスと安全性のバランスを最適化できるようになり
ます。特に、極寒環境下での複合材料の挙動を正確に予測することは、EVバッテリーの
安全性を高める上で極めて重要です。



背景・業界文脈

電気自動車市場の急速な拡大に伴い、バッテリーの安全性と性能はますます重視されて
います。特に、各国・地域で厳格化される安全基準（例：中国のGB 38031-2025）は、
バッテリーエンクロージャーの設計に新たな課題を課しています。CFRPは軽量性と高
強度を両立させる理想的な材料ですが、その複雑な挙動を予測し、設計サイクルを効率
化する技術が求められていました。AIを用いた設計最適化は、この課題に対する強力な
解決策であり、自動車産業だけでなく、航空宇宙や風力発電など、複合材料を使用する
他の産業にも大きな影響を与える可能性があります。

今後の展望

ベイズAIサロゲートモデルを活用したこの設計最適化アプローチは、CFRP製バッテリー
エンクロージャーの開発だけでなく、他の高性能複合材料製品の開発プロセス全体を変
革する可能性を秘めています。将来的には、材料設計、製造プロセス最適化、品質管理
など、製品ライフサイクルの様々な段階でAIが活用され、開発期間の大幅な短縮とコス
ト削減が実現するでしょう。この技術は、企業がより迅速に革新的な製品を市場に投入
し、厳しい市場競争と規制要件に対応するための強力なツールとなると期待されます。

元記事: https://www.addcomposites.com/post/cfrp-battery-enclosures-for-40-degc-side-pole-impact-

how-bayesian-ai-surrogates-cut-the-design-loop-from-weeks-to-hours

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.addcomposites.com/post/cfrp-battery-enclosures-for-40-degc-side-pole-impact-how-bayesian-ai-surrogates-cut-the-design-loop-from-weeks-to-hours
https://www.addcomposites.com/post/cfrp-battery-enclosures-for-40-degc-side-pole-impact-how-bayesian-ai-surrogates-cut-the-design-loop-from-weeks-to-hours


#09 Addcomposite、軍用複合材料の展望を発表：CFRP
が優位な分野と課題を明示

概要

Addcompositeは、軍用複合材料市場に関する新しいオープンアクセスレビューで、炭
素繊維強化ポリマー（CFRP）が他の代替品に対して優位性を示す分野と、依然として
課題を抱える分野を詳細に比較しました。CFRPは、その極めて高い剛性対質量比と圧

縮強度により、軽量化が最重要視される航空機構造や高速車両で優位に立っていま
す。しかし、炭素繊維の脆性からくる中程度の衝撃耐性や、製造コスト、リサイクル
性、供給セキュリティが今後の課題として指摘されており、多様な軍事用途における

最適な材料選択の指針を提供します。

公開日 2026年06月02日  Addcomposite  デンマーク



詳細

主要成果

Addcompositeが『Advances in Materials Science and Engineering』誌に発表した新しい
オープンアクセスレビューは、2026年時点の軍用複合材料市場の包括的な現状分析を提
供し、炭素繊維強化ポリマー（CFRP）がその優位性を発揮する主要な軍事領域と、よ
り安価またはより堅牢な代替品に対して課題を抱える領域を明確に比較しています。
CFRPは、その優れた剛性対質量比と高い圧縮強度により、特定の高性能アプリケーシ
ョンで他の材料を凌駕しますが、炭素繊維固有の脆性による中程度の衝撃耐性が課題と
して挙げられています。

技術・臨床詳細

軍用アプリケーションにおいて、材料選択は性能、耐久性、コスト、そしてサプライチ
ェーンの強靭性に大きく依存します。CFRPは、航空機やミサイルの構造部材、装甲車
両の軽量化、兵士の装備品など、軽量化と高剛性が求められる分野で特に有効です。
CFRPの剛性対質量比は、同等の剛性を持つ金属と比較して大幅な軽量化を可能にし、
これにより航空機の燃費向上やペイロード増加、車両の機動性向上に貢献します。ま
た、高い圧縮強度は、特定の方向からの衝撃や圧力に対する耐性を提供します。

しかし、本レビューでは、CFRPの課題も指摘されています。炭素繊維自体が本質的に
脆いため、局所的な衝撃荷重や疲労に対する耐性は、ガラス繊維強化ポリマー
（GFRP）やアラミド繊維強化ポリマー（AFRP）といった他の複合材料に比べて劣る場
合があります。これは、爆発衝撃や弾道衝撃、または繰返し荷重を受ける構造部材では
重要な考慮事項となります。また、CFRPの製造コストは依然として高く、大規模生産
やコストを重視する用途での採用を妨げる要因となっています。リサイクル性の問題
や、戦略物資としての供給セキュリティも、その普及を制限する要因として議論されて
います。



背景・業界文脈

現代の軍事技術は、性能向上、軽量化、そして兵士の保護強化を絶えず追求していま
す。複合材料は、これらの要求に応えるための重要な鍵であり、特に航空宇宙や防衛分
野での応用が進んでいます。本レビューは、軍事調達機関や防衛関連企業が、ミッショ
ンの要件に応じて最適な材料を選択するための包括的な情報を提供します。技術革新
は、複合材料の特性をさらに向上させるとともに、コストとサプライチェーンの課題を
克服する方向で進められています。

今後の展望

今後、軍用複合材料の分野では、CFRPの衝撃耐性を向上させるための新しい繊維配列
技術やハイブリッド複合材料（CFRPとGFRP、AFRPなどを組み合わせる）の開発が進む
と予想されます。また、製造コストの低減とリサイクル技術の確立は、CFRPがより広
範な軍事用途で採用されるための不可欠な要素です。AIを用いた材料設計や製造プロセ
スの最適化は、これらの課題解決に貢献し、次世代の高性能・多機能軍用プラットフォ
ームの実現を加速させるでしょう。戦略的サプライチェーンの多様化と国内生産能力の
強化も、重要な焦点となる可能性があります。

元記事: https://www.addcomposites.com/post/the-full-military-composites-landscape-in-2026-where-

cfrp-wins-and-where-it-is-still-challenged

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.addcomposites.com/post/the-full-military-composites-landscape-in-2026-where-cfrp-wins-and-where-it-is-still-challenged
https://www.addcomposites.com/post/the-full-military-composites-landscape-in-2026-where-cfrp-wins-and-where-it-is-still-challenged


#10 ライフサイエンス・IVD分野で最適なフッ素ポリマー
チューブを選定：PTFE, FEP, PFAの特性比較

概要

ライフサイエンスおよびIVD（体外診断用医薬品）自動化アプリケーションにおいて、
PTFE、FEP、PFAという3つの主要なフッ素ポリマーチューブが化学的に不活性な流体
輸送市場を支配しています。これらは全てPFASファミリーに属し、優れた耐薬品性を

共有していますが、それぞれ異なる物理的特性（色、製造方法、内部表面仕上げ、ガ
ス透過性、剛性、最大動作温度）を持っています。本記事は、各材料の具体的な違い
を比較し、アプリケーションに最適な材料を選択するための重要な指針を提供するこ

とで、高性能かつ信頼性の高い流体ハンドリングシステムの設計に貢献します。

公開日 2026年05月30日  Elexan Sci  アメリカ



詳細

主要成果

ライフサイエンスおよびIVD（体外診断用医薬品）自動化システムにおける流体輸送に
おいて、PTFE（ポリテトラフルオロエチレン）、FEP（フッ素化エチレンプロピレ
ン）、PFA（パーフルオロアルコキシアルカン）の3種類のフッ素ポリマーチューブが市
場を牽引しています。これらの材料は、共通して優れた耐薬品性を持つPFAS（有機フッ
素化合物）ファミリーに属しますが、それぞれ異なる物理的特性（透明度、表面平滑
性、ガス透過性、柔軟性、最高使用温度など）を有しており、特定のアプリケーション
要件に応じて最適な選択が求められます。本記事は、これらの材料の包括的な比較分析
を提供し、精密な流体ハンドリングシステム設計の基礎情報となります。

技術・臨床詳細

PTFEは、高い耐熱性と最も優れた耐薬品性を誇り、摩擦係数が低いことで知られていま
す。しかし、微孔性であり、不透明で、内部表面が比較的粗いため、ガス透過性が高
く、微量の不純物吸着のリスクがあります。製造には押出成形と焼結が用いられます。

FEPは、PTFEの多くの優れた特性を保持しつつ、光学的に透明で、より滑らかな内部表
面を持っています。これにより、ガス透過性がPTFEよりも低く、流体中の微生物の付着
を抑制する傾向があります。FEPは溶融加工が可能であり、熱成形や溶着が容易です。
最高使用温度はPTFEより低いですが、多くのライフサイエンス用途には十分対応しま
す。

PFAは、3つのフッ素ポリマーの中で最も新しい技術であり、PTFEのほぼ全ての耐熱
性・耐薬品性を持ちながら、FEPと同様に溶融加工が可能です。PFAの最大の特徴は、そ
の極めて高い純度と非常に滑らかな内部表面仕上げです。これにより、ガス透過性が最
も低く、溶出物が極めて少ないため、高純度試薬や敏感な生体サンプルの輸送に最適で
す。IVDアプリケーションでは、コンタミネーションのリスクを最小限に抑えることが
不可欠であるため、PFAが特に推奨されます。また、FEPよりも耐熱性に優れ、柔軟性も
高いという特徴があります。



背景・業界文脈

ライフサイエンス研究、臨床診断、製薬プロセスにおいては、試薬やサンプルを精密か
つ安全に輸送することが極めて重要です。微細なコンタミネーションや材料からの溶出
は、実験結果の信頼性や患者診断の精度に直接影響を与えます。そのため、使用される
チューブ材料には、化学的不活性性、純度、そして長期的な安定性が厳しく求められま
す。PFASファミリーの材料は、これらの厳しい要件を満たすため長年使用されてきまし
たが、各材料の微細な特性の違いを理解することは、コスト、性能、信頼性のバランス
を考慮した最適なシステム設計に不可欠です。

今後の展望

ライフサイエンスおよびIVD分野における自動化と微細化の進展に伴い、高性能フッ素
ポリマーチューブの需要はさらに高まるでしょう。特に、低溶出性、低吸着性、そして
長期的な安定性を持つ材料への要求はますます厳しくなります。FEPやPFAのような溶融
加工可能な材料は、より複雑な流体回路や微小流体デバイスの製造において、設計の自
由度と生産効率を向上させる可能性を秘めています。また、PFAS全体に対する環境規制
の議論が進む中で、これらの材料の代替品開発や、より環境負荷の低い製造プロセスの
開発も重要な研究開発テーマとなるでしょう。

元記事: https://elexansci.com/blog/choosing-between-ptfe-fep-and-pfa-tubing-in-life-sciences-ivd-

applications/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://elexansci.com/blog/choosing-between-ptfe-fep-and-pfa-tubing-in-life-sciences-ivd-applications/
https://elexansci.com/blog/choosing-between-ptfe-fep-and-pfa-tubing-in-life-sciences-ivd-applications/


#11 3Dプリンティング用Funcrecol 163メカフォトレジ
ン、高強度とシャープなディテールを両立するも接着性に
課題

概要

Funcrecol 163メカフォトレジンは、3Dプリンティングにおいて高強度と非常にシャー

プなディテールを実現するものの、ビルドプレートへの接着性やサポート除去の難し
さに課題があることがレビューで指摘されました。このレジンは非常に高い粘度を持
ち、洗浄時に強い化学臭がする特徴があります。オーバーエクスポージャー時に脆く

なる傾向も報告されており、特定の小さな部品や視覚的に良好な結果を求める場合に
は適していますが、全体的な使いやすさには改善の余地があると言えます。

公開日 2026年05月31日  YouTube (3DPrintingPro)  アメリカ



詳細

主要成果

3Dプリンティング用Funcrecol 163メカフォトレジンに関する最新のレビューでは、こ
の材料が優れた強度と驚くほどシャープなディテールを提供することが評価されまし
た。これにより、視覚的に優れた、または特定の機械的特性が求められる小さな部品の
製造に適していることが示されています。しかし、ビルドプレートへの接着性の問題
や、サポート構造の除去が難しいといった運用上の課題も浮き彫りになり、幅広いユー
ザーにとっての使いやすさに改善の余地があることが指摘されました。

技術・臨床詳細

Funcrecol 163 メ カ フ ォ ト レ ジ ン は 、 DLP （ Digital Light Processing ） や SLA

（Stereolithography）方式の3Dプリンターで使用される光硬化性樹脂です。レビューで
は、その高い粘度が造形中の安定性に寄与し、高精度なディテール再現性を可能にして
いると分析されています。しかし、この高粘度は、レジン槽からの排出や洗浄プロセス
を複雑にし、特に低温環境下では流動性が低下する問題を引き起こす可能性がありま
す。また、洗浄時に発生する強い化学臭は、換気の良い環境での作業を必須とします。
強度面では、硬化後の剛性が高く、ある程度の衝撃に耐える能力がある一方で、レビュ
ーでは「オーバーエクスポージャー」（過剰露光）した場合に脆化する傾向があること
が報告されました。これは、造形パラメータの精密な調整が不可欠であることを示唆し
ています。サポート除去の難しさも、材料の硬さと、硬化中のモデルとサポート間の接
着力が強すぎることが原因と考えられ、後処理の労力増加につながります。

背景・業界文脈

3Dプリンティング市場では、性能向上と使いやすさの両立が常に求められています。特
に、工業用アプリケーションや精密部品製造において、材料の機械的特性と造形精度は
最重要視されます。しかし、高性能なレジンの中には、その特性と引き換えに加工の難
しさや特定の欠点を持つものも少なくありません。Funcrecol 163メカフォトレジンもそ
の一例であり、開発者は高強度・高精度のニーズに応えつつ、ユーザーエクスペリエン
スを向上させるためのバランスを見つける必要があります。このような製品レビュー
は、潜在的なユーザーにとって、製品の長所と短所を理解し、自身の用途に適している
かを判断する上で貴重な情報源となります。



今後の展望

Funcrecol 163メカフォトレジンのような高強度・高精度の材料は、精密工学、医療模
型、フィギュア制作など、特定のニッチ市場で高い需要を維持するでしょう。将来の開
発では、粘度の最適化、ビルドプレートへの接着力とサポート除去のバランス改善、お
よび化学臭の低減が主要な焦点となる可能性があります。材料科学者と3Dプリンターメ
ーカーは、連携してレジンとプリンターの最適化を進めることで、高性能レジンの持つ
潜在能力を最大限に引き出し、より広範なユーザーがアクセスしやすい製品を提供する
ことが期待されます。これにより、高性能3Dプリンティングの応用範囲はさらに拡大す
るでしょう。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=__O-vEgFyxI

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=__O-vEgFyxI


#12 両性イオン変性準固体ポリマー電解質、低温リチウム
金属電池で-10℃でも優れたサイクル安定性を実現

概要

低温リチウム金属電池向けに、ユニークなヤヌス界面を持つ両性イオン変性準固体ポ
リマー電解質が開発されました。この非対称な電解質設計は、リチウムイオンの脱溶
媒和障壁を効果的に低減し、アノードでの溶媒関連副反応を抑制します。結果とし

て、この電解質は室温で高いイオン伝導度（0.66 mS cm-1）と高いLi+輸率（0.61）を
示し、さらに強い機械的強度を保持します。最も重要な成果として、-10℃という低温
環境下でも優れたサイクル安定性を持つ全固体リチウム金属電池の実現に成功し、EV

や寒冷地向け電力貯蔵への応用可能性を広げました。

公開日 2026年06月03日  PubMed (Journal of the American Chemical Society)  アメリカ



詳細

主要成果

最新の研究において、低温環境下で安定動作するリチウム金属電池向けに、画期的な両
性イオン変性準固体ポリマー電解質が開発されました。この電解質は、ユニークなヤヌ
ス界面（非対称な二面性構造）を持つことで、リチウムイオンの脱溶媒和障壁を効果的
に低減し、アノード（負極）での溶媒関連副反応を抑制することに成功しました。この
成果により、室温で高いイオン伝導度（0.66 mS cm-1）、高いLi+輸率（0.61）、そし
て優れた機械的強度を両立させ、さらに-10℃という低温条件下でも卓越したサイクル
安定性を示す全電池（Full Cell）の実現が可能となりました。

技術・臨床詳細

この両性イオン変性準固体ポリマー電解質は、正極側と負極側で異なる化学的特性を持
つヤヌス界面構造を採用しています。負極側の界面は、リチウム金属表面との良好な適
合性を持ち、リチウムデンドライトの成長を抑制するよう設計されています。一方、正
極側の界面は、電解質と正極材料間の界面抵抗を低減し、リチウムイオンの輸送を促進
します。両性イオン（Zwitterion）の導入は、電解質内のリチウムイオン伝導メカニズ
ムを最適化し、高いイオン伝導度とLi+輸率を達成する鍵となります。Li+輸率0.61は、
リチウムイオンが電解質内を効率的に移動できることを示しており、一般的な液体電解
質や他のポリマー電解質と比較しても高い値です。

この電解質は、室温（25℃）で0.66 mS cm-1という高いイオン伝導度を示し、これはリ
チウム金属電池の高速充放電性能に寄与します。また、強い機械的強度は、電池内部で
の短絡を防ぎ、安全性を高めます。最も重要なのは、-10℃という低温環境下で動作す
る全固体リチウム金属電池において、優れたサイクル安定性（例: 数百サイクルにわた
る容量維持）を示したことです。これは、低温下でのリチウム金属電池の性能劣化とい
う長年の課題を克服するものです。



背景・業界文脈

リチウム金属電池は、高エネルギー密度を持つことから、次世代電気自動車（EV）やポ
ータブル電子機器の電源として期待されています。しかし、液体電解質の使用は、リチ
ウムデンドライトの形成による短絡リスクや、低温での性能低下といった課題を抱えて
いました。特に、寒冷地でのEV利用や、低温環境下での電力貯蔵システムにおいては、
低温性能が決定的な要因となります。準固体または全固体電解質は、これらの問題を解
決し、電池の安全性と寿命を向上させるための重要な研究分野です。

今後の展望

今回開発された両性イオン変性準固体ポリマー電解質は、低温性能を飛躍的に向上させ
ることで、リチウム金属電池の実用化を大きく前進させます。この技術は、寒冷地向け
のEVバッテリーや、厳しい温度条件下で動作する産業用電力貯蔵システムへの応用が期
待されます。今後、さらなる安定性向上と大規模生産技術の確立が課題となりますが、
この成果は次世代高性能電池の開発競争において、極めて重要なマイルストーンとなる
でしょう。将来的には、より広い温度範囲での動作、さらなる長寿命化、そしてコスト
削減が追求され、持続可能なエネルギー社会の実現に貢献すると考えられます。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42139050/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42139050/


#13 ベンゾオキサジンベースの革新が電子機器・衣料品の
耐久性・保護性能を強化

概要

ベンゾオキサジンベースの革新が、電子機器や衣料品の耐久性と保護性能を大幅に強
化する新たなソリューションとして注目されています。ベンゾオキサジン樹脂は、独
自の化学構造と優れた熱特性により、保護コーティングや電磁シールド、高性能複合

材料など、幅広い高度なアプリケーションに適しています。特に、ビスフタロニトリ
ル含有ベンゾオキサジン（BPNBZ）は、非常に高い熱安定性と酸化安定性を示し、高
温および高信頼性が求められる環境での使用に優位性をもたらします。これにより、

製品の長寿命化と性能向上が期待されます。

公開日 2026年05月29日  Taylor & Francis  イギリス



詳細

主要成果

最新の研究レビューによると、ベンゾオキサジンベースの材料は、電子機器や衣料品の
耐久性と保護性能を飛躍的に向上させる革新的なソリューションとして位置づけられて
います。ベンゾオキサジン樹脂は、その独自の化学構造と優れた熱特性から、保護コー
ティング、電磁シールド、そして高性能複合材料など、幅広い先進的なアプリケーショ
ンでの活用が期待されています。特に、ビスフタロニトリル含有ベンゾオキサジン
（BPNBZ）は、極めて高い熱安定性と酸化安定性を実現し、高温および高信頼性が要求
される環境での応用において顕著な優位性を示します。

技術・臨床詳細

ベンゾオキサジン樹脂は、モノマーが重合する際に副生成物を放出しない「リングオー
プニング重合」という特徴を持ちます。これにより、硬化時の体積収縮が小さく、応力
が少ない、欠陥の少ない材料を形成できます。また、その硬化物は優れた耐熱性、難燃
性、低誘電損失性、耐薬品性を示し、特に高いガラス転移温度（Tg）を持つことが特徴
です。ビスフタロニトリル含有ベンゾオキサジン（BPNBZ）は、フタロニトリル基を導
入することで、ネットワーク密度と熱的安定性がさらに向上したものです。BPNBZは、
最大で400℃を超える分解温度を示し、長期的な高温環境下でもその機械的および電気
的特性を維持します。これは、従来の多くの樹脂材料では達成が困難なレベルです。電
子機器の分野では、半導体パッケージング、プリント基板（PCB）、誘電体材料とし
て、その低誘電損失性と高耐熱性が高周波アプリケーションや高密度実装において不可
欠となります。衣料品分野では、極限環境作業服、防護服、またはスマートテキスタイ
ルへの統合により、耐久性、難燃性、および耐薬品性を向上させることができます。

背景・業界文脈

現代の電子機器は、小型化、高性能化、そして高信頼性が求められる一方で、発生する
熱の管理や電磁干渉（EMI）からの保護が重要な課題となっています。また、衣料品、
特に産業用や軍事用のテキスタイルにおいては、過酷な環境下での耐久性と安全性が不
可欠です。従来の材料では、これらの要求全てを満たすことが困難であり、新たな材料
ソリューションの開発が急務でした。ベンゾオキサジン樹脂は、これらの課題に対応す
るための強力な選択肢として、過去数十年にわたり研究開発が進められてきました。



今後の展望

ベンゾオキサジンベースの技術革新は、電子機器の次世代型パッケージング、高周波通
信デバイス、宇宙航空用部品、そしてスマート衣料品や医療用テキスタイルなど、多様
な分野での応用拡大が期待されます。特に、BPNBZのような高性能ベンゾオキサジンの
さらなる開発は、極限環境下での製品性能を飛躍的に向上させるでしょう。製造プロセ
スの最適化とコスト削減、そして機能の多様化（例えば、自己修復性やセンシング機能
の付与）が今後の研究開発の焦点となり、より革新的で持続可能な製品の実現に貢献す
ると考えられます。

元記事: https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/15685551.2026.2664957

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/15685551.2026.2664957


#14 自己修復性ポリマー、自動車・航空宇宙・電子機器の
製品寿命を大幅延長し持続可能性を促進

概要

自己修復性ポリマーは、損傷を自律的に修復する革新的な材料として、自動車、航空
宇宙、電子機器などのOEM向けに製品寿命を大幅に延長し、メンテナンスコストを削
減し、持続可能性を促進する役割を担っています。2025年に20-30億ドルと評価され

た市場は、2035年までに130-260億ドルに成長すると予測されており、ビトリマーの
ような内在性の自己修復メカニズムが注目されています。これらの材料は、熱硬化性
樹脂の剛性と熱可塑性樹脂のリサイクル性を兼ね備え、循環型経済の実現に不可欠な

技術と見なされています。

公開日 2026年06月05日  Voiceofplastics.com  インド



詳細

主要成果

自己修復性ポリマーは、人間の介入なしに損傷を自律的に修復できる革新的な材料とし
て、産業界に大きな変革をもたらしています。特に、自動車、航空宇宙、電子機器など
のOEM（相手先ブランド製造業者）において、製品の耐久性と寿命を劇的に向上させ、
メンテナンスコストを削減し、全体的な持続可能性目標の達成に貢献しています。この
市場は、2025年の20億ドルから30億ドル規模から、2035年までに130億ドルから260億
ドルへと急成長すると予測されており、ビトリマーのような先進技術が注目されていま
す。

技術・臨床詳細

自己修復性ポリマーは、大別して「外因性（Extrinsic）」と「内因性（Intrinsic）」の2

つのメカニズムに分類されます。外因性自己修復では、カプセル化された修復剤が損傷
時に放出され、亀裂を塞ぎます。一方、内因性自己修復は、材料自体が持つ化学的相互
作用（可逆的な共有結合、水素結合、金属配位など）を利用して損傷を修復します。特
に、ビトリマーは、熱や光の刺激によって材料が流れ、再形成されることを可能にする
可逆的な共有結合（例えば、トランスエステル化反応）を利用した内因性メカニズムの
一種です。これにより、ビトリマーは熱硬化性樹脂の優れた機械的特性（剛性、耐熱
性）と、熱可塑性樹脂のリサイクル性・再加工性を兼ね備える「第三世代ポリマー」と
して注目されています。損傷部位は、熱を加えることで再結合し、元の強度に近い性能
を回復させることが可能です。

背景・業界文脈

現代の産業では、製品の長期使用、資源の有効活用、廃棄物削減が強く求められていま
す。特に高機能材料が使用される分野では、小さな損傷が製品全体の故障につながり、
多大なコストと環境負荷を生じさせることがありました。自己修復性ポリマーは、これ
らの課題に対する直接的な解決策を提供し、製品のライフサイクルを延長することで、
資源効率を向上させ、廃棄物発生量を抑制します。航空宇宙産業では、微細な亀裂から
の構造劣化を防ぎ安全性を高めるため、自動車産業では、塗料や内装材の傷を自己修復
することで美観と耐久性を維持するために、電子機器では、フレキシブル回路やバッテ
リーの寿命を延ばすためにその技術が探求されています。



今後の展望

自己修復性ポリマー市場は、今後数年間で大幅な拡大が予想されており、技術革新とコ
スト削減がさらに進むでしょう。特に、ビトリマーのような内因性自己修復材料は、多
様なアプリケーションでの実用化に向けて、その性能、加工性、そしてスケーラビリテ
ィの向上が焦点となります。より複雑な損傷への対応、修復効率の向上、そしてより低
い温度での修復能力の実現が今後の研究開発目標です。これらの進歩は、材料の持続可
能性を再定義し、循環型経済への移行を加速させる上で不可欠な技術となるでしょう。

元記事: https://voiceofplastic.com/https-voiceofplastic-com-self-healing-polymer/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://voiceofplastic.com/https-voiceofplastic-com-self-healing-polymer/


#15 米国におけるプラスチックリサイクル規制変更、数十
億ドル規模の投資機会を創出

概要

米国のプラスチックリサイクル分野において、新たな規制変更が数十億ドル規模の投
資機会を創出する可能性が指摘されています。特定の規制調整が、先進的なプラスチ
ックリサイクル技術とインフラへの巨額の資金流入を引き起こすと見られており、業

界は政策動向に強く反応しています。この動きは、循環型経済への移行を加速させ、
プラスチック廃棄物問題に対する新たなソリューションの開発を促すものです。これ
により、リサイクル業界は急速な市場変化と成長を経験することが予想されます。

公開日 2026年06月01日  Sustainable Plastics USA 2026  アメリカ



詳細

主要成果

米国のプラスチックリサイクル業界において、一つの重要な規制変更が、数十億ドル規
模の新たな投資機会を創出する可能性を秘めていることが明らかになりました。この動
きは、先進的なプラスチックリサイクル技術と関連インフラへの大規模な資金流入を促
すと予測されており、業界が政策動向に極めて敏感であることを浮き彫りにしていま
す。この規制変更は、プラスチック廃棄物問題の解決と循環型経済への移行を加速させ
る上で、重要な推進力となると期待されています。

技術・臨床詳細

本記事では具体的な技術や規制内容の詳細には触れていませんが、言及されている「ル
ールの変更」は、おそらく特定の種類のプラスチックのリサイクル率目標、リサイクル
コンテンツの義務化、または特定の化学リサイクル技術への財政的インセンティブ付与
などに関連するものと推測されます。このような規制措置は、技術革新を刺激し、リサ
イクルプラントへの投資を促進する効果があります。例えば、機械的リサイクルだけで
は処理が困難な多層フィルムや汚染されたプラスチック廃棄物に対応する化学リサイク
ル（解重合、熱分解など）の技術開発・商業化が加速する可能性があります。また、AI
を活用した選別技術や、ブロックチェーンによるリサイクル材のトレーサビリティ確保
といったデジタル技術への投資も増加するでしょう。

背景・業界文脈

世界的にプラスチック汚染問題が深刻化する中で、各国政府は循環型経済への移行を加
速させるための政策手段を模索しています。米国においても、これまで州レベルでの取
り組みが中心でしたが、連邦レベルでの統一的な規制やインセンティブの導入が、業界
全体の変革を促す大きな要因となり得ます。プラスチック業界は、このような規制強化
をビジネスチャンスと捉え、投資家も新たな市場創出に強い関心を示しています。特
に、リサイクル技術への投資は、企業が環境・社会・ガバナンス（ESG）目標を達成
し、消費者の持続可能性への要求に応える上で不可欠な戦略となっています。



今後の展望

この規制変更が実際に数十億ドル規模の投資を引き起こすことができれば、米国のプラ
スチックリサイクルインフラは大きく変革されるでしょう。新たなリサイクルプラント
の建設、既存施設のアップグレード、および研究開発への資金投入が加速し、より多様
で効率的なリサイクルソリューションが市場に登場することが期待されます。これは、
プラスチック廃棄物の削減、資源の有効活用、そして温室効果ガス排出量の削減に貢献
し、米国の持続可能な経済発展に重要な役割を果たすでしょう。また、この米国の動向
は、他国におけるプラスチックリサイクル政策の策定にも影響を与える可能性がありま
す。

元記事: https://sustainableplasticsusa.com/latest-news/investment/one-rule-change-billions-in-plastic-

recycling-at-stake/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://sustainableplasticsusa.com/latest-news/investment/one-rule-change-billions-in-plastic-recycling-at-stake/
https://sustainableplasticsusa.com/latest-news/investment/one-rule-change-billions-in-plastic-recycling-at-stake/


#16 PureCycle Technologies、オハイオ州施設で高品質リ
サイクルポリプロピレンの重要認証を取得

概要

PureCycle Technologiesは、オハイオ州の施設で同社のリサイクルプロセスが重要な品
質認証を取得したことを発表しました。この認証は、PureCycleが廃ポリプロピレン
（PP）からバージングレードに匹敵する超高純度のリサイクルプラスチックを生産で

きる能力を確立したことを意味します。これは、高機能アプリケーションでのリサイ
クルプラスチックの採用を促進し、循環型経済目標を達成する上で極めて重要なマイ
ルストーンです。この成功は、プラスチックリサイクルの技術的実現可能性と商業的

実行可能性を裏付けるものとなります。

公開日 2026年05月29日  Sustainable Plastics USA 2026  アメリカ



詳細

主要成果

PureCycle Technologiesは、オハイオ州に位置する自社のリサイクル施設において、そ
の革新的なリサイクルプロセスが複数の重要な品質認証を取得したと発表しました。こ
の認証は、同社が使用済みポリプロピレン（PP）廃棄物から、バージングレード（新品
相当）に匹敵する超高純度のリサイクルポリプロピレンを安定的に生産できる能力を、
第三者機関によって公式に認められたことを意味します。これは、高品質リサイクルプ
ラスチックの市場での幅広い採用を促進し、循環型経済の実現に向けた大きな一歩とな
ります。

技術・臨床詳細

PureCycle Technologiesが開発したプロセスは、溶媒ベースの物理的リサイクル技術で
あり、汚染されたポリプロピレン廃棄物から不純物、臭い、色を除去し、純粋なPP樹脂
を抽出します。この独自のプロセスは、プラスチックの分子構造を破壊することなく、
物理的に精製するため、材料の特性劣化を最小限に抑えることができます。具体的に
は、廃PPを特定の溶媒に溶解させ、不純物を分離した後、純粋なPPを再結晶化させると
いう手法を採用しています。これにより得られる再生PPは、バージンPPと同等の機械的
特性、光学的特性、加工特性を持つため、食品包装、自動車部品、家電製品など、高い
品質と安全性が求められる用途に直接再利用することが可能になります。取得した品質
認証は、製品の一貫性と信頼性を保証し、顧客からの信頼を得る上で不可欠です。

背景・業界文脈

ポリプロピレンは、世界で最も広く使用されているプラスチックの一つですが、そのリ
サイクルは、汚染、混合プラスチック、食品接触安全性などの課題から、比較的低い水
準にとどまっていました。PureCycleの技術は、これらの課題を克服し、これまでリサ
イクルが困難であった使用済みPPを高品質な循環資源へと転換する可能性を秘めていま
す。この成果は、プラスチックメーカーやブランドオーナーが、製品の再生材含有率を
高めるという持続可能性目標を達成する上で重要な選択肢を提供します。特に、欧州連
合や米国で強化されるリサイクルコンテンツ義務化の動きに対応する上で、PureCycle

のような企業の技術は極めて重要となります。



今後の展望

PureCycle Technologiesの品質認証取得は、同社の商業的成功を加速させるとともに、
世界的なプラスチックリサイクル産業に新たな基準を打ち立てるものです。今後、この
技術のさらなるスケールアップとグローバル展開が期待されます。高品質な再生PPが安
定供給されることで、自動車、包装、消費財などの大手企業が、より積極的に循環型サ
プライチェーンを構築できるようになるでしょう。これは、プラスチック廃棄物の大幅
な削減、石油資源への依存度低下、そしてより持続可能な社会の実現に大きく貢献する
道を開くものです。将来的には、他の種類のプラスチックへの適用拡大も視野に入れて
いると考えられます。

元記事: https://sustainableplasticsusa.com/latest-news/innovation/certified-at-last-purecycle-locks-in-

quality-credentials-in-ohio/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://sustainableplasticsusa.com/latest-news/innovation/certified-at-last-purecycle-locks-in-quality-credentials-in-ohio/
https://sustainableplasticsusa.com/latest-news/innovation/certified-at-last-purecycle-locks-in-quality-credentials-in-ohio/


#17 プラスチック危機深刻化：リサイクルインフラの不足
で大量の廃棄物が処理されず、早急な技術革新と投資を要
求

概要

プラスチック廃棄物管理は依然として深刻な課題であり、「リサイクル危機」の状況

が続いています。膨大な量のプラスチック廃棄物が適切な処理方法を見つけられず、
地球規模での環境負荷が増大しています。この記事は、この問題の緊急性を強調し、
増え続けるプラスチック廃棄物量に対応するための革新的なリサイクル技術とインフ

ラの早急な整備の必要性を訴えています。特に、現在のリサイクルシステムが市場の
需要と供給のギャップに対応できていない現状が浮き彫りになっています。

公開日 2026年05月28日  Sustainable Plastics USA 2026  アメリカ



詳細

主要成果

プラスチック廃棄物の問題が依然として深刻であり、「リサイクル危機」と呼べる状況
が続いていることが報じられました。増え続ける世界のプラスチック廃棄物に対して、
適切な処理方法やインフラが不足しており、膨大な量のプラスチックが最終的に埋め立
てられたり、環境中に流出したりしています。この記事は、プラスチック汚染の緊急性
を強調し、この問題に対応するために革新的なリサイクル技術と強固なインフラへの早
急な投資が必要であることを訴えています。

技術・臨床詳細

現在のプラスチックリサイクルは、主に機械的リサイクルに依存していますが、これは
回収されたプラスチックの品質低下を招きやすく、用途が限定されるという課題があり
ます。また、多種多様なプラスチックの混合物や汚染されたプラスチックは、機械的リ
サイクルでは処理が困難です。化学リサイクル（熱分解、解重合、ガス化など）は、こ
れらの課題を克服し、バージン材に匹敵する品質の原料を生成できる可能性を秘めてい
ますが、商業規模での普及にはまだ課題が多く残されています。記事は具体的な技術ブ
レークスルーについて詳細に触れていませんが、AIを活用した効率的な選別システム
や、モジュール式のリサイクルプラントの導入が、この危機を打開する鍵となり得ると
示唆しています。また、バイオベースプラスチックや生分解性プラスチックといった代
替材料の開発も、長期的解決策の一部として重要です。

背景・業界文脈

過去数十年にわたり、プラスチックの生産量は飛躍的に増加し、私たちの生活に不可欠
な材料となりました。しかし、その利用の容易さとは裏腹に、廃棄物の適切な管理は追
いついていません。多くの国でリサイクル率が低迷し、特にアジア諸国を中心に海洋プ
ラスチック汚染が深刻化しています。消費者の環境意識の高まり、企業の持続可能性へ
のコミットメント、そして各国政府によるプラスチック規制強化の動きが加速する中
で、リサイクルインフラの根本的な見直しと拡充が喫緊の課題となっています。現在の
リサイクルシステムは、需要と供給のバランスが崩れており、回収されたプラスチック
が市場で十分に活用されていない現状があります。



今後の展望

プラスチックリサイクル危機の克服には、政府、産業界、消費者による協調的な努力が
不可欠です。政策面では、リサイクルコンテンツの義務化やプラスチック税の導入な
ど、市場メカニズムを通じてリサイクルを促進する強力なインセンティブが必要です。
技術面では、化学リサイクルや高度な選別技術への大規模な投資が求められ、商業化と
スケールアップが加速されるべきです。インフラ面では、地域社会に根差した回収・処
理システムの構築が不可欠です。この危機を乗り越えることは、単に廃棄物を減らすだ
けでなく、新たな産業と雇用を創出し、持続可能な資源循環型社会を実現するための重
要な機会となるでしょう。

元記事: https://sustainableplasticsusa.com/latest-news/market-trends/mountains-of-plastic-nowhere-to-

go-the-recycling-crisis/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://sustainableplasticsusa.com/latest-news/market-trends/mountains-of-plastic-nowhere-to-go-the-recycling-crisis/
https://sustainableplasticsusa.com/latest-news/market-trends/mountains-of-plastic-nowhere-to-go-the-recycling-crisis/


#18 米国産業界、2026年5月に製造工場新設を発表：素
材・リサイクル分野への大型投資が加速

概要

2026年5月、米国において複数の製造工場の新設が発表され、特に素材およびリサイ
クル分野への大規模な投資が顕著であることが示されました。この動きは、重要な産
業サプライチェーンの国内回帰（リショアリング）トレンドを反映しており、ポリマ

ーや先進材料セクターにおける新たな製造能力の確立を強調しています。これらの新
規工場は、米国の製造業の強靭化と競争力強化に貢献するとともに、持続可能な材料
ソリューションの生産能力向上にも寄与するでしょう。これにより、国内の雇用創出

と経済成長への期待も高まります。

公開日 2026年05月28日  IndustrySelect®  アメリカ



詳細

主要成果

2026年5月、米国産業界において複数の重要な製造工場新設が発表され、特に素材およ
びリサイクル分野への大型投資が加速していることが明らかになりました。この動き
は、サプライチェーンの強靭化と国内生産能力の強化を目指す米国政府の方針と一致し
ており、ポリマーおよび先進材料セクターにおける新たな製造拠点と生産能力の確立を
象徴するものです。これらの新規投資は、国内経済の活性化と雇用創出に貢献すると期
待されています。

技術・臨床詳細

記事は特定の技術や工場の詳細には触れていませんが、素材分野における新規工場は、
高機能ポリマー、複合材料、バイオベース材料、またはリサイクルプラスチックの生産
能力を向上させるものと推測されます。例えば、EVバッテリー材料や再生可能エネルギ
ー関連部品の製造に必要な先進ポリマー、あるいは循環経済の推進に不可欠なプラスチ
ック化学リサイクル施設などが考えられます。リサイクル分野への投資は、使用済みプ
ラスチックや繊維廃棄物から高品質な再生材を生産するための高度なプロセス（例え
ば、解重合、溶媒抽出、AIを用いた選別技術など）を導入するプラントである可能性が
高いです。これらの新設工場は、自動化された製造プロセスやスマートファクトリーの
コンセプトを取り入れ、生産効率と品質を最大化することを目指すでしょう。

背景・業界文脈

近年、地政学的リスクの高まりやサプライチェーンの脆弱性が認識され、米国では重要
産業の国内回帰（リショアリング）と国内製造能力の強化が国家戦略として推進されて
います。これには、半導体、バッテリー、および先端素材といった戦略的産業が含まれ
ます。プラスチックおよび複合材料産業は、自動車、航空宇宙、建設、医療など、幅広
い最終用途産業に不可欠な基盤材料を提供するため、その国内生産能力の確保は極めて
重要です。また、持続可能性への関心の高まりから、リサイクルおよびバイオベース材
料への投資も増加傾向にあります。



今後の展望

2026年5月に発表されたこれらの製造工場新設は、米国の製造業の将来にとって重要な
意味を持ちます。これらの投資は、国内の技術革新を加速させ、高スキルの雇用を創出
し、国際競争力を強化するでしょう。特に、ポリマーおよびリサイクル分野における新
たな能力は、米国が循環型経済への移行を主導し、持続可能な未来を築く上での重要な
基盤となります。今後も同様の投資が続くことで、米国は、世界のサプライチェーンに
おいてより強靭で自立した地位を確立していくと予想されます。

元記事: https://www.industryselect.com/blog/new-us-manufacturing-plants-unveiled-in-may-2026/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.industryselect.com/blog/new-us-manufacturing-plants-unveiled-in-may-2026/


#19 NIHデータブック、FY2025版の更新進行中：研究資
金動向と機会を公開

概要

米国国立衛生研究所（NIH）は、NIHデータブックの会計年度2025年版の更新作業が進
行中であることを発表しました。このデータブックは、NIHの資金提供動向に関する
最新情報を提供し、研究者や一般市民が今後の研究機会を探索する上で重要なリソー

スとなります。直接的な高分子研究に特化したものではありませんが、生体適合性ポ
リマー、薬物送達システム、組織工学など、生物医学分野に関連する材料科学研究の
資金動向を把握する上で有用な情報源です。研究者やエンジニアにとって、将来の資

金調達戦略を立てる上での重要な手がかりとなります。

公開日 2026年06月04日  NIH Grants & Funding  アメリカ



詳細

主要成果

米国国立衛生研究所（NIH）は、NIHデータブックの会計年度（FY）2025年版の更新作
業が進行中であることを発表しました。このデータブックは、NIHが提供する研究資金
の動向、助成金の種類、資金配分先などに関する包括的な最新情報を提供するものであ
り、研究コミュニティや一般市民にとって、将来の研究機会を特定し、資金調達戦略を
立てる上で極めて重要なリソースとなります。

技術・臨床詳細

NIHデータブックは、膨大な量の資金提供データを集約し、公開しています。これに
は、様々な疾患分野、研究タイプ（基礎、応用、臨床）、および研究機関ごとの資金配
分が含まれます。直接的に「高分子・樹脂」に特化したセクションがあるわけではあり
ませんが、生体適合性ポリマーを用いた医療機器、薬物送達システム、組織工学、再生
医療、バイオマテリアル科学など、生物医学分野における材料科学研究はNIHの重要な
資金提供対象です。研究者は、このデータブックを通じて、過去の資金提供の優先順位
やトレンドを分析し、自身の研究提案がどの研究所やセンターの関心領域に合致するか
を判断することができます。更新されるFY2025のデータは、最新の戦略的重点分野を反
映している可能性が高く、将来のR&D投資の方向性を示唆するものです。

背景・業界文脈

NIHは、世界最大級の医療研究資金提供機関であり、その資金提供動向は、生物医学研
究の方向性と進展に大きな影響を与えます。高分子・樹脂分野の研究者やエンジニアに
とって、NIHからの資金は、革新的な医療技術や製品開発を推進するための重要な支援
源となります。データブックの定期的な更新は、透明性を確保し、研究者が関連性の高
い資金提供機会を効果的に探索できるよう支援するというNIHのコミットメントを反映
しています。特に、健康課題の解決に資する材料科学の研究は、継続的に高い優先度を
維持しています。



今後の展望

NIHデータブックのFY2025年版の公開は、高分子・樹脂分野を含む生物医学材料科学の
研究者にとって、新たな資金調達の機会を特定する上で貴重な情報を提供します。この
データを利用することで、研究者やスタートアップ企業は、NIHの戦略的優先順位に合
致した研究計画をより効果的に立案し、競争の激しい助成金申請プロセスにおいて成功
確率を高めることができます。将来的には、AIを活用したデータ分析ツールとの連携に
より、よりパーソナライズされた資金提供機会の推奨や、研究トレンドの予測が可能に
なることも期待されます。これにより、研究開発の効率が向上し、革新的な医療ソリュ
ーションがより早く社会に届くようになるでしょう。

元記事: https://grants.nih.gov/grants/guide/news-detail.cfm?EntryID=272265

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://grants.nih.gov/grants/guide/news-detail.cfm?EntryID=272265


#20 EniとSeri Industrial、リチウム鉄リン酸（LFP）定置
型バッテリーサプライチェーン開発で提携

概要

イタリアのエネルギー大手EniとSeri Industrial GroupのFIBは、リチウム鉄リン酸
（LFP）定置型バッテリーの統合サプライチェーンを共同開発する戦略的合意を締結し
ました。この提携は、イタリアおよびヨーロッパにおけるバッテリー製造能力を強化

し、エネルギー転換を支援することを目的としています。特に、バッテリーの主要コ
ンポーネントにおけるポリマー材料の最適化は、性能と安全性の向上に不可欠であ
り、高分子・樹脂産業にとって新たな需要を創出します。これにより、欧州のエネル

ギー自給率向上と脱炭素化に貢献します。

公開日 2026年05月30日  Plastics News  イタリア



詳細

主要成果

イタリアの主要エネルギー企業Eniの産業部門Eni Industrial Evolutionと、Seri Industrial

Group傘下のFIBは、リチウム鉄リン酸（LFP）定置型バッテリー分野における統合産業
サプライチェーンを共同開発することで合意しました。この戦略的提携は、2026年5月
16日に合意が最終化され、イタリアおよびより広範なヨーロッパにおけるバッテリー製
造能力を強化し、持続可能なエネルギー移行を支援することを明確な目標としていま
す。

技術・臨床詳細

この合意は、リチウム鉄リン酸（LFP）バッテリーの製造プロセス全体にわたる協力を
含んでいます。LFPバッテリーは、コバルトやニッケルの使用を避けることで、コスト
効率と安全性が向上するという利点があります。特に定置型エネルギー貯蔵システム
（ESS）において、その長寿命と安定性から需要が高まっています。このサプライチェ
ーン開発には、電極材料の製造からバッテリーパックの組み立てまでが含まれ、高性能
ポリマー材料が不可欠な役割を果たすと予想されます。例えば、バッテリーセルのセパ
レーターには、イオン伝導性を持ちながら電気的に絶縁性のある多孔質ポリマーフィル
ムが使用されます。また、バッテリーモジュールやパックの筐体には、軽量性、耐熱
性、難燃性に優れた複合材料やエンジニアリングプラスチックが採用されることで、安
全性と耐久性が向上します。さらに、熱管理システムにおける誘電性液体や封止材にも
特殊な高分子材料が使用され、バッテリーの効率と寿命を最大化します。

背景・業界文脈

欧州連合は、気候変動対策とエネルギー自給率向上を目指し、再生可能エネルギーの導
入拡大とエネルギー貯蔵インフラの強化を推進しています。これに伴い、バッテリーの
国内生産能力を確立することは、経済安全保障と技術主権の観点から戦略的に重要で
す。EniとSeri Industrialの提携は、この欧州全体の動きに合致しており、特にLFP技術に
焦点を当てることで、コスト競争力のある持続可能なバッテリーソリューションを提供
することを目指しています。この動きは、高分子・樹脂産業に対し、バッテリー用途向
けの革新的な材料開発と供給能力の強化を促すものです。



今後の展望

EniとSeri Industrialによるこの合意は、イタリアおよびヨーロッパにおける定置型LFPバ
ッテリー産業の発展に重要な影響を与えるでしょう。統合されたサプライチェーンの構
築は、製造コストの削減、供給の安定化、そして技術革新の加速につながります。高分
子・樹脂業界は、バッテリーコンポーネント、特にセパレーター、エンクロージャー、
熱管理システムなどにおいて、より高性能で持続可能な材料ソリューションを提供する
機会を得るでしょう。この取り組みは、欧州の脱炭素化目標達成に向けた重要なステッ
プとなり、次世代エネルギー貯蔵技術の普及を促進すると期待されます。

元記事: https://www.plasticsnews.com/news/latest-plastics-tech-press-releases-pr-updates

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.plasticsnews.com/news/latest-plastics-tech-press-releases-pr-updates


#21 万華化学、INDEX 2026で高性能SAP製品を展示し、
グローバルヘルスケア・衛生市場への貢献を強調

概要

万華化学は、ジュネーブで開催された不織布の主要展示会INDEX 2026において、革新
的なSuper Absorbent Polymer（SAP）製品群を展示し、ヘルスケアおよび衛生市場に
おける技術貢献を強調しました。同社のSAPは、高性能、安全性、環境適合性を兼ね

備え、乳幼児用おむつ、成人用失禁用品、女性用衛生用品など、幅広い製品で快適性
と健康的な生活をサポートします。この展示は、万華化学がグローバルな高分子材料
イノベーションを牽引し、より持続可能な社会の実現に貢献する姿勢を示していま

す。

公開日 2026年05月29日  Plastics News  中国



詳細

主要成果

万華化学は、ジュネーブで開催された世界有数の不織布展示会「INDEX 2026」に出展
し、その革新的な高性能Super Absorbent Polymer（SAP）製品群を展示しました。同社
は、これらの製品が「イノベーションによって駆動され、世界中で健康的な生活を可能
にする」という使命を果たす上で果たす役割を強調しました。これは、万華化学がヘル
スケアおよび衛生市場における高分子材料の技術革新をリードし、製品性能と持続可能
性の両面で貢献していることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

Super Absorbent Polymer（SAP）は、自重の数百倍もの水を吸収・保持できる高分子材
料であり、主に乳幼児用おむつ、成人用失禁用品、女性用衛生用品といった吸水性衛生
製品（Absorbent Hygiene Products, AHP）の中核をなす素材です。万華化学のSAP製品
は、以下のような技術的特徴を持っています：

超高吸収性: 短時間で大量の液体を吸収し、ゲル状に固化することで逆戻りを防ぎ、
表面の乾燥を保ちます。

保持力: 圧力下でも吸収した液体を保持し、漏れを防ぎます。

安全性と快適性: 肌に優しく、かぶれなどのリスクを低減する設計がなされており、
長時間の使用でも快適さを提供します。

環境適合性: 生産プロセスにおける環境負荷低減や、バイオベース原料の採用など、
持続可能性を考慮した開発が進められています。

INDEX 2026では、これらのSAP製品が、快適性と乾燥感を向上させることで、ユーザー
のQOL（生活の質）向上にどのように貢献するか、具体的なアプリケーション例ととも
に紹介されました。



背景・業界文脈

世界的に高齢化が進む中で、成人用失禁用品の市場は拡大の一途をたどり、乳幼児用お
むつ市場も新興国を中心に引き続き成長しています。これらの市場では、消費者の快適
性、安全性、そして環境への配慮に対する要求が高まっており、SAPのような高機能材
料の重要性が増しています。万華化学は、この需要に応えるため、SAPの技術革新に継
続的に投資し、グローバル市場での競争力を強化しています。INDEX 2026での展示は、
同社がこの分野における主要プレイヤーとしての地位を確立していることを示すもので
す。

今後の展望

万華化学の高性能SAP製品は、今後もヘルスケアおよび衛生市場の成長を牽引する重要
な要素となるでしょう。将来的には、より薄型で高性能なSAPの開発、生分解性やバイ
オベースのSAPの導入、さらには農業や工業用途への応用拡大が期待されます。これら
の進展は、消費者のニーズに応えるだけでなく、プラスチック廃棄物問題の解決にも貢
献し、より持続可能で健康的な社会の実現に寄与すると考えられます。万華化学は、グ
ローバルなイノベーションをリードし続けることで、その市場シェアをさらに拡大して
いくと予想されます。

元記事: https://www.plasticsnews.com/news/latest-plastics-tech-press-releases-pr-updates

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.plasticsnews.com/news/latest-plastics-tech-press-releases-pr-updates


#22 Lummus Technology、新C5ソリューション
「Thermacrack™ C5」を発表：スペシャリティケミカル
生産の高付加価値化を推進

概要

Lummus Technologyは、スペシャリティケミカル生産の高付加価値化と効率向上を目

指す新C5ソリューション「Thermacrack™ C5」を商業的に発表しました。この技術
は、C5オレフィンおよびジオレフィンから、高純度のイソプレン、ピペリレン、シク
ロペンタジエンなどの付加価値化学品を効率的に抽出することを可能にします。これ

により、ポリマー業界はさまざまな先進材料の製造前駆体を最適化し、より持続可能
な化学プロセスへの移行を加速できます。設備投資の削減にも貢献し、市場競争力の
強化に寄与するでしょう。

公開日 2026年05月29日  Plastics News  アメリカ



詳細

主要成果

Lummus Technologyは、スペシャリティケミカル生産の高付加価値化と効率向上を目的
とした新しいC5ソリューション「Thermacrack™ C5」を商業的に発表しました。この革
新的な技術は、C5オレフィンおよびジオレフィンから、高純度のイソプレン、ピペリレ
ン、シクロペンタジエンといった重要な付加価値化学品を効率的に抽出することを可能
にします。これにより、ポリマー業界は幅広い先進材料の製造に必要な前駆体を最適化
し、より持続可能な化学プロセスへの移行を加速することができます。また、設備投資
の削減にも貢献し、企業の市場競争力を強化するものです。

技術・臨床詳細

「Thermacrack™ C5」は、石油化学プラントから得られるC5混合留分を高度に分離・精
製するプロセスです。この技術の核心は、特定の触媒と反応条件を最適化することで、
C5留分に含まれる複数の不飽和炭化水素（オレフィン、ジオレフィン）を選択的に分離
し、それぞれを高純度で回収できる点にあります。従来の分離プロセスでは、沸点が近
いC5成分の分離が困難であり、高エネルギー消費や収率の低下が課題でした。

Thermacrack™ C5によって生産される高純度化学品は、ポリマー産業において極めて重
要な原料となります。

イソプレン: 合成ゴム（ポリイソプレン）の製造に用いられ、タイヤや医療用ゴム製
品に利用されます。

ピペリレン: 粘着テープやゴム製品のタッキファイヤー（粘着付与剤）として、また
特殊樹脂の原料となります。

シクロペンタジエン: エポキシ樹脂や不飽和ポリエステル樹脂の改質剤、特殊ポリマ
ー、農薬、香料などの原料として幅広く使用されます。

このソリューションは、プロセス設計を最適化することで、既存設備への統合が容易で
あり、プラントの運転コストと設備投資（CAPEX）を削減し、同時に製品収率と品質を
向上させることができます。



背景・業界文脈

スペシャリティケミカル市場は、高機能材料や製品の需要拡大に伴い、急速に成長して
います。特にポリマー産業では、性能向上、軽量化、持続可能性といった要件を満たす
ために、高純度で安定供給が可能な特殊化学品が不可欠です。Lummus Technologyのよ
うなプロセス技術プロバイダーは、このような市場ニーズに応えるため、既存の石油化
学プロセスを革新し、より効率的で環境負荷の低いソリューションを開発しています。
C5留分からの高付加価値化学品生産は、石油化学製品のサプライチェーンにおいて、未
利用資源を最大限に活用し、収益性を向上させるための重要な戦略です。

今後の展望

Lummus TechnologyのThermacrack™ C5ソリューションは、C5ケミカル市場に大きな影
響を与え、ポリマー業界における先進材料の供給を安定化・多様化させるでしょう。こ
の技術の普及により、タイヤ、接着剤、電子材料、建築材料など、多岐にわたる最終製
品の性能向上とコスト最適化が期待されます。また、石油精製プロセスからの副産物を
高付加価値化学品へと転換することで、資源効率の向上と持続可能な生産への貢献が図
られます。今後、Lummus Technologyは、この技術をさらに発展させ、バイオベースC5

原料の処理など、よりグリーンな化学プロセスへの応用も模索していく可能性がありま
す。

元記事: https://www.plasticsnews.com/news/latest-plastics-tech-press-releases-pr-updates

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.plasticsnews.com/news/latest-plastics-tech-press-releases-pr-updates


#23 Trillium Renewable Chemicals、バイオベースアクリ
ロニトリル製造デモプラント「Project Falcon」を稼働開
始

概要

Trillium Renewable Chemicals社は、バイオマス由来のアクリロニトリルを製造するデ

モンストレーションプラント「Project Falcon」の建設を完了し、試運転を開始しまし
た。このプラントは、再生可能アクリロニトリルの商業施設開発に向けた重要なマイ
ルストーンであり、2026年後半には初期顧客への出荷を予定しています。この技術

は、既存のサプライチェーンに容易に統合可能であり、化石燃料由来のアクリロニト
リルに代わる持続可能な代替品を提供することで、化学産業の脱炭素化に大きく貢献
します。

公開日 2026年06月03日  Investment Reports  アメリカ



詳細

主要成果

Trillium Renewable Chemicals社は、バイオマス由来のアクリロニトリル（acrylonitrile,

ACN）を製造するデモンストレーションプラント「Project Falcon」の建設を完了し、試
運転を開始したと発表しました。これは、同社が再生可能なアクリロニトリルの商業施
設を開発するという目標に向けた重要なマイルストーンであり、2026年後半には初期顧
客への製品出荷を開始する予定です。この技術は、既存の化学サプライチェーンへの統
合が容易であり、化石燃料に依存しない持続可能なACN供給を実現します。

技術・臨床詳細

アクリロニトリルは、炭素繊維、ABS樹脂、アクリル繊維、ニトリルゴムなど、幅広い
高分子材料の製造に不可欠な基礎化学品です。従来のACN製造は、プロピレンとアンモ
ニアを原料とする「ソハイオ法」が主流であり、化石燃料への依存と大量の温室効果ガ
ス排出が課題でした。Trillium社の「Project Falcon」は、再生可能なバイオマス原料
（例：グリセロールなど）からACNを生産する独自のプロセスを採用しています。この
バイオベース製法は、二酸化炭素排出量を大幅に削減し、持続可能なサプライチェーン
構築に貢献します。

デモンストレーションプラントでは、商業規模の生産プロセスを模擬し、製品の品質、
収率、プロセスの安定性を検証します。初期顧客への出荷は、実際のアプリケーション
での性能評価を可能にし、市場での信頼性を確立するための重要なステップとなりま
す。このプロセスは、既存のACNプラントとの互換性を持ち、大規模なインフラ変更な
しに導入できるため、既存の高分子材料メーカーが容易にグリーンACNへと移行できる
柔軟性を提供します。

背景・業界文脈

化学産業は、プラスチック、繊維、ゴムなど、多岐にわたる製品の基盤を提供していま
すが、その製造プロセスは大量の化石燃料を消費し、CO2排出の主要因となっていま
す。世界的な脱炭素化と循環型経済への移行の動きが加速する中で、バイオベース化学
品への需要は高まっています。特にACNのような基礎化学品を再生可能資源から製造す
る技術は、サプライチェーン全体の環境負荷を低減し、企業が持続可能性目標を達成す
る上で不可欠です。Hyosung Advanced Materialsなどの戦略的投資家がTrillium社を支援
していることは、この技術の商業的潜在力の高さを裏付けています。



今後の展望

Trillium社の「Project Falcon」の成功と、その後の商業プラント開発は、バイオベース
化学品産業の発展に大きな影響を与えるでしょう。再生可能ACNの市場投入は、炭素繊
維複合材料、ABS樹脂、アクリル繊維などの高分子製品の「グリーン化」を促進し、こ
れらを使用する自動車、航空宇宙、建設、テキスタイルなどの産業の持続可能性向上に
貢献します。今後、生産コストの最適化と大規模化、そして多様なバイオマス原料への
対応能力の拡大が、さらなる普及の鍵となります。Trillium社の技術は、化石燃料への依
存を減らし、より持続可能な未来に向けた化学産業の変革を牽引する重要な要素となる
でしょう。

元記事: https://www.investmentreports.co/interview/corey-tyree-2334

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.investmentreports.co/interview/corey-tyree-2334


#24 欧州のプラスチック循環経済、成長が急減速：廃プラ
スチックの70%以上が焼却・埋め立て

概要

Plastics Europeの最新報告書によると、欧州におけるプラスチック循環経済への移行が
大幅に減速しており、2024年には再生プラスチック生産の成長率がわずか1.2%にまで
低下しました。現在も廃プラスチックの70%以上が焼却または埋め立てられており、

高エネルギー・原材料価格、炭素排出コスト、公正な貿易の欠如が主な課題として挙
げられています。この停滞は、欧州連合が掲げる野心的な循環型経済目標の達成を危
うくするものであり、抜本的な政策見直しと投資の加速が必要であることを示唆して

います。

公開日 2026年06月04日  joyful-printing.com  ドイツ



詳細

主要成果

Plastics Europeが発表した最新報告書は、欧州におけるプラスチック循環経済への移行
が急激な減速に見舞われている現状を明らかにしました。2024年には再生プラスチック
の生産成長率がわずか1.2%にまで落ち込み、依然として廃プラスチックの70%以上が焼
却または埋め立てによって処理されていることが判明しました。この報告書は、高騰す
るエネルギーおよび原材料価格、炭素排出コスト、そして国際貿易における公正な競争
条件の欠如が、この減速の主要な原因であると指摘しています。

技術・臨床詳細

欧州のプラスチックリサイクルは、主に機械的リサイクルと化学リサイクルの両方で進
められています。しかし、機械的リサイクルは品質劣化が避けられない場合が多く、化
学リサイクルは技術的な成熟度や商業規模での経済性に課題を抱えています。報告書は
具体的な技術進展に触れていませんが、成長率の鈍化は、既存技術の限界と、新たな技
術への十分な投資や政策的支援が不足していることを示唆しています。例えば、汚染さ
れたプラスチックや多層プラスチックの効率的な処理を可能にする高度な選別技術や、
高エネルギー効率の化学分解プロセス、さらにはバイオベースプラスチックへの転換
が、今後の成長には不可欠です。現状では、これらの技術の普及が遅れており、多くの
廃プラスチックがリサイクルの対象とならずに焼却または埋め立て処分されている状況
が浮き彫りになっています。

背景・業界文脈

欧州連合は、2050年までに気候中立を達成し、資源効率の高い循環型経済を確立すると
いう野心的な目標を掲げています。プラスチック部門は、この目標達成において重要な
役割を担っており、プラスチック戦略や包装・包装廃棄物規則（PPWR）などの政策を
通じて、リサイクル率の向上と再生材使用の義務化を進めてきました。しかし、ウクラ
イナ紛争に端を発するエネルギー価格の高騰や、世界的なサプライチェーンの混乱、そ
して一部地域での安価なバージンプラスチックの流入が、欧州の再生プラスチック市場
の競争力を低下させ、循環経済への投資インセンティブを弱めている現状があります。



今後の展望

Plastics Europeの報告書は、欧州のプラスチック循環経済が直面する厳しい現実を突き
つけています。この状況を打開するためには、より強力な政策介入と大規模な投資が必
要です。具体的には、再生プラスチックの需要を促進するための明確な市場インセンテ
ィブ、エネルギー効率の高いリサイクル技術への研究開発支援、そして再生材の公正な
市場競争を保証するための国際貿易ルールの見直しが求められます。このままでは、欧
州が設定した循環型経済目標の達成は困難となるため、政策立案者、産業界、そして消
費者間の協調的な行動が喫緊の課題となっています。この危機は、欧州のプラスチック
産業が真に持続可能な未来を築くための、重要な転換点となるでしょう。
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